
素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 7733 回回 

うう
しし
亭亭 

ささ
んん 

菜菜
園園
一一
丁丁
目目 

レレ
トト
ロロ
でで
、、
なな
んん
かか
、、
落落
ちち
着着
くく
ぅぅ 

～～ 

洋洋
風風
居居
酒酒
屋屋
とと
いい
うう
スス
タタ
イイ
ルル
でで 

店店
をを
創創
業業
しし
たた
父父
がが
「「
ネネ
ギギ
そそ
ばば
」」
をを
始始
めめ
てて

看看
板板
メメ
ニニ
ュュ
ーー
にに
なな
りり
まま
しし
たた
がが
、、
ここ
れれ
はは
横横
浜浜

中中
華華
街街
でで
働働
いい
てて
いい
たた
知知
りり
合合
いい
のの
人人
のの
アア
イイ
デデ

アア
でで
父父
がが
アア
レレ
ンン
ジジ
しし
まま
しし
たた
。。 

他他
にに
牛牛
ララ
ンン
チチ
とと
かか
牛牛
セセ
ッッ
トト
とと
いい
うう
店店
のの
オオ

リリ
ジジ
ナナ
ルル
メメ
ニニ
ュュ
ーー
もも
人人
気気
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

 ここ
れれ
かか
らら
のの
夢夢
でで
すす
かか
？？ 

やや
っっ
ぱぱ
りり
、、
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
かか
らら
もも
うう
一一
度度
戻戻
っっ

てて
、、
キキ
チチ
っっ
とと
しし
たた
商商
売売
をを
しし
たた
いい
でで
すす
ねね
。。 

 

普普
通通
にに
戻戻
っっ
てて
昼昼
もも
夜夜
もも
、、
もも
っっ
とと
活活
気気
ああ

るる
商商
売売
をを
しし
たた
いい
でで
すす
。。
元元
にに
戻戻
っっ
てて
、、
ささ
らら

にに
もも
っっ
とと
上上
にに
行行
きき
たた
いい
でで
すす
。。
以以
前前
はは
、、
二二

階階
もも
おお
客客
ささ
んん
でで
溢溢
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
しし
。。 

料料
理理
をを
作作
るる
のの
でで
精精
一一
杯杯
でで
、、
接接
客客
はは
、、
ほほ

とと
んん
どど
出出
来来
なな
いい
タタ
チチ
でで
（（
苦苦
笑笑
））。。 

漫漫才才ののよよううなな・・・・・・夫夫夫夫婦婦婦婦
めおと

問問問問答答答答  
（（
亜亜
矢矢
子子
ささ
んん
））「「
娘娘
ささ
んん
がが
似似
てて
いい
るる
」」
とと
言言
わわ
れれ
るる
ここ
とと
がが
ああ
りり 

まま
すす
。。
似似
てて
いい
てて
当当
然然
、、
似似
てて
いい
なな
かか
っっ
たた
らら
、、 

そそ
れれ
ここ
そそ
・・
・・
・・
。。
でで
もも
娘娘
のの
ほほ
うう
がが
「「
エエ
ーー
っっ
」」 

てて
言言
いい
まま
すす
ねね
（（
笑笑
））。。 

（（
竜竜
ささ
んん
））
そそ
うう
いい
ええ
ばば
昨昨
日日
、、
誰誰
かか
がが
「「
息息
子子
ささ
んん
もも
おお
父父
ささ
んん 

にに
似似
てて
来来
たた
なな
ああ
」」
っっ
てて
言言
っっ
てて
いい
たた
。。 

そそ
のの
とと
きき
息息
子子
はは
、、
困困
っっ
たた
顔顔
をを
しし
てて
いい
たた
（（
笑笑
））
。。 

（（
亜亜
矢矢
子子
ささ
んん
））「「
息息
子子
ささ
んん
がが
店店
をを
継継
ぐぐ
？？
」」
とと
言言
わわ
れれ
まま
すす
。。 

（（
竜竜
ささ
んん
））
店店
のの
経経
営営
でで
苦苦
労労
しし
てて
いい
るる
のの
でで
、、
違違
うう
道道
にに 

行行
っっ
てて
くく
れれ
よよ
、、
っっ
てて
。。 

（（
亜亜
矢矢
子子
ささ
んん
））
子子
供供
たた
ちち
にに
店店
をを
絶絶
対対
にに
継継
がが
せせ
なな
いい
（（
笑笑
））
。。 

（（
亜亜
矢矢
子子
ささ
んん
））
店店
はは
私私
のの
代代
でで
オオ
シシ
ママ
イイ
かか
なな
ああ
。。
娘娘
にに
はは
店店
でで 

出出
しし
てて
いい
るる
メメ
ニニ
ュュ
ーー
のの
レレ
シシ
ピピ
くく
らら
いい
はは
、、
残残
しし
てて 

ああ
げげ
よよ
うう
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
。。 

継継
いい
でで
もも
らら
うう
かか
どど
うう
かか
はは
、、「「
やや
りり
たた
かか
っっ
たた
らら
、、 

自自
分分
達達
でで
やや
っっ
てて
くく
れれ
よよ
」」
っっ
てて
感感
じじ
でで
すす
（（
笑笑
））
。。 

・・ネネギギそそばば～～ネネギギたたっっぷぷりりのの醤醤油油ベベーーススののララーーメメンン 

・・牛牛丼丼、、塩塩辛辛丼丼、、スステテーーキキラランンチチななどどななどど 

営営業業時時間間  1111::3300～～1144::0000  1177::0000～～2233::0000 

第第 11・・第第 33 日日曜曜日日 定定休休 

第第 22・・第第 44・・第第 55 日日曜曜日日ははラランンチチののみみ営営業業 

人人人人気気気気メメメメニニニニュュュューーーーのののの一一一一例例例例  

確確
かか
にに
、、
ほほ
とと
んん
どど
厨厨
房房
かか
らら
出出
てて
来来
なな
いい
。。 

接接
客客
すす
るる
仕仕
事事
はは
好好
きき
でで
すす
。。
色色
んん
なな
人人
とと
おお

しし
ゃゃ
べべ
りり
出出
来来
てて
（（
笑笑
））。。
緑緑
がが
丘丘
でで
働働
いい
てて
いい
たた

ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
かか
なな
りり
昔昔
でで
すす
よよ
。。 

発行：NPO 法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子 208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com
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診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 
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松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 
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ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

９９千千世世帯帯 にに毎毎月月、、無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

 

カカワワトトクク 
本本館館 

ホホ
テテ
ルル 

ロロ
イイ
ヤヤ
ルル 

映映
画画
館館
通通
りり 

駅駅方方面面→→ 

父父
がが
創創
業業
しし
たた
店店 

開開
店店
しし
てて
四四
十十
年年
以以
上上
にに
なな
りり
まま
すす
。。
父父
かか
らら

引引
きき
継継
いい
でで
十十
数数
年年
でで
すす
。。 

父父
はは
、、
鉄鉄
板板
焼焼
きき
でで
有有
名名
なな
市市
内内
のの
焼焼
きき
肉肉
店店

のの
開開
店店
にに
関関
わわ
りり
まま
しし
たた
がが
、、
当当
時時
とと
しし
てて
はは
鉄鉄

板板
焼焼
きき
はは
斬斬
新新
なな
アア
イイ
デデ
アア
でで
、、
店店
もも
ヒヒ
ッッ
トト
しし

たた
よよ
うう
でで
すす
。。 

 

盛盛岡岡生生ままれれでで、、中中野野小小学学校校、、河河南南中中学学校校とと進進みみ、、

学学生生時時代代ににはは柔柔道道ををややっってていいままししたた。。 

当当時時ブブーームムににななっったたイインンベベーーダダーーゲゲーームムももややりり

ままししたたねね。。ススーーパパーーママリリオオをを娘娘にに教教ええたたりりししてて、、娘娘

ががハハママっっちちゃゃっってて困困っったた記記憶憶ががあありりまますす（（笑笑））。。 

最最近近のの趣趣味味とと言言ええばば、、読読書書でですすねね。。神神話話ととかか、、心心

理理学学ととかか行行動動経経済済学学ととかか、、そそんんなな感感じじのの本本をを手手当当たた

りり次次第第にに読読むむとといいうう感感じじでですす。。 店店内内はは、、ロロッッジジにに泊泊りりにに来来たたよよううなな 

レレトトロロなな雰雰囲囲気気ででししたた。。 

hhttttppss::////uusshhiitteeii--mmoorriiookkaa..oowwsstt..jjpp// 
hhttttppss::////wwwwww..ffaacceebbooookk..ccoomm//ssaaiieenn..uusshhiitteeii 

ううううしししし亭亭亭亭  盛盛岡岡市市菜菜園園１１－－１１１１－－２２００ 
電電話話  001199--662244--66994455

創創刊刊７７年年目目にに入入りりままししたた。。 

ウウ
ォォ
ーー
クク
ママ
ンン
をを 

手手
にに
握握
っっ
てて
いい
たた 

幼幼
いい
ここ
ろろ
のの
晴晴
れれ
たた
日日
にに 

黒黒
石石
山山
のの
頂頂
上上
にに 

真真
っっ
黒黒
いい
大大
岩岩
がが
見見
ええ
たた 

窓窓
をを
開開
けけ
るる
とと 

回回
転転
すす
るる
銀銀
盤盤
かか
らら 

誰誰
かか
がが
手手
をを
振振
っっ
てて
いい
たた 

鳥鳥
にに
なな
っっ
たた
少少
年年
・・
・・
・・ 

そそ
んん
なな
タタ
イイ
トト
ルル
のの
歌歌
がが 

ああ
っっ
たた
っっ
けけ 

目目
をを
閉閉
じじ
てて
もも 

まま
だだ 

黒黒
いい
岩岩
とと
光光
るる
銀銀
盤盤 

作作
りり
話話
のの
世世
界界
のの
よよ
うう
なな 

まま
ぶぶ
たた
のの
裏裏 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

小小田田島島
おだしま

 竜竜
りゅう

ささんん  亜亜矢矢子子
あ や こ

ささんん ごご夫夫妻妻

緑が丘・黒石野地区などから見える

印象深い景色をお届けします。

丘の上百景

みたけ運動公園のイチョウ並木(11/2)。毎年、豪勢な景色。



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

「「
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
ガガ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））
なな
んん
てて
、、
そそ
んん
なな
言言
葉葉
はは
、、
ああ
るる

かか
！！
」」
日日
本本
史史
のの
次次
のの
時時
間間
、、
英英
語語
のの
高高
井井
先先
生生
はは
、、
吐吐
きき
捨捨
てて
るる
よよ
うう
にに
教教
壇壇
でで

言言
っっ
たた
。。
高高
井井
先先
生生
はは
、、
授授
業業
のの
前前
にに
教教
室室
にに
入入
っっ
てて
いい
たた
。。 

「「
ＧＧ
ＯＯ
ＤＤ
・・
ＬＬ
ＵＵ
ＣＣ
ＫＫ
（（
ガガ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））
がが
最最
近近
、、
出出
しし
たた
アア
ルル
ババ
ムム
がが
、、

超超
カカ
ッッ
ココ
よよ
くく
てて
ささ
。。」」
友友
彦彦
はは
ボボ
クク
にに
、、
興興
奮奮
冷冷
めめ
やや
らら
ぬぬ
声声
でで
言言
っっ
たた
のの
がが
、、
ちち

ょょ
うう
どど
英英
語語
のの
授授
業業
がが
始始
まま
るる
直直
前前
だだ
っっ
たた
。。
高高
井井
先先
生生
がが
、、
いい
つつ
のの
間間
にに
かか
教教
室室

にに
入入
っっ
てて
来来
てて
いい
てて
、、
友友
彦彦
のの
後後
ろろ
でで
そそ
れれ
をを
聞聞
きき
つつ
けけ
たた
。。 

「「
ＧＧ
ｏｏ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
ググ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））、、
つつ
まま
りり
、、
幸幸
運運
にに
！！
とと
いい
うう
言言

葉葉
はは
ああ
るる
けけ
れれ
どど
・・
・・
・・
。。」」
先先
生生
はは
教教
壇壇
でで
、、
ＧＧ
ｏｏ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
とと
黒黒
板板
にに
書書

いい
たた
。。
そそ
しし
てて
、、
横横
にに
、、『『
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
ガガ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））』』
とと
いい
うう
文文

字字
もも
書書
いい
たた
。。
「「
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
（（
ガガ
ッッ
ドド
））
はは
神神
様様
をを
意意
味味
すす
るる
。。
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
ララ
ッッ
クク
））

はは
幸幸
運運
をを
意意
味味
すす
るる
。。
だだ
かか
らら
、、
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
（（
神神
））
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
幸幸
運運
））
なな
んん
てて
いい
うう

言言
葉葉
はは
ああ
りり
ええ
なな
いい
。。」」 

「「
どど
うう
しし
てて
でで
すす
かか
？？
」」
友友
彦彦
がが
食食
いい
下下
がが
っっ
たた
。。「「
ＧＧ
ＯＯ
ＤＤ
・・
ＬＬ
ＵＵ
ＣＣ
ＫＫ
（（
ガガ
ッッ

ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））
とと
いい
うう
ロロ
ッッ
クク
ググ
ルル
ーー
ププ
がが
いい
てて
、、
アア
ルル
ババ
ムム
まま
でで
出出
しし
てて
いい
るる
んん

でで
すす
よよ
」」 

「「
おお
前前
はは
、、
ババ
カカ
かか
？？
」」
高高
井井
先先
生生
はは
高高
笑笑
いい
をを
しし
たた
。。「「
・・
・・
・・
もも
とと
もも
とと
、、
神神

様様
（（
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
））））
はは
、、
幸幸
運運
にに
決決
まま
っっ
てて
いい
るる
じじ
ゃゃ
なな
いい
かか
。。
だだ
かか
らら
、、
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
（（
神神
））

ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
幸幸
運運
））
なな
んん
てて
いい
うう
言言
葉葉
はは
、、
ああ
りり
ええ
なな
いい
んん
だだ
よよ
。。」」
高高
井井
先先
生生
はは
吐吐

きき
捨捨
てて
たた
。。
ボボ
クク
もも
そそ
うう
思思
っっ
たた
。。
高高
井井
先先
生生
のの
言言
うう
とと
おお
りり
だだ
。。
先先
生生
はは
、、
追追
いい

打打
ちち
をを
かか
けけ
るる
よよ
うう
にに
友友
彦彦
にに
告告
げげ
たた
。。「「
おお
前前
、、
ここ
れれ
をを
訳訳
しし
てて
みみ
ろろ
。。」」 

『『GG
oo
dd
 
ll
uu
cc
kk
 
dd
oo
ee
ss
 
nn
oo
tt
 
mm
aa
kk
ee
 
ss
ee
nn
ss
ee
..

』』
とと
先先
生生
はは
板板
書書
しし
たた
。。 

「「
『『
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
（（
ガガ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））』』
なな
んん
てて
言言
葉葉
はは
、、
意意
味味
をを
なな
ささ

なな
いい
」」「「
そそ
のの
通通
りり
だだ
」」
高高
井井
先先
生生
はは
、、
口口
先先
だだ
けけ
、、
友友
彦彦
をを
褒褒
めめ
たた
。。 

『『II
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』』
先先
生生
がが
シシ
ツツ
ココ
くく
板板
書書
をを
続続
けけ
たた
。。
訳訳
せせ
とと
言言
わわ
れれ
てて
もも
いい
なな
いい
のの
にに
、、

負負
けけ
じじ
とと
ばば
かか
りり
、、
友友
彦彦
がが
先先
生生
のの
板板
書書
をを
訳訳
しし
たた
。。「「
思思
うう
にに
、、『『
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ

ｃｃ
ｋｋ
』』
とと
いい
うう
のの
はは
、、『『
神神
様様
かか
らら
のの
幸幸
運運
』』
とと
いい
うう
意意
味味
なな
のの
かか
？？
もも
しし
、、
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・

ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ 

ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
とと
いい
うう
言言
葉葉
がが
意意
味味
をを
なな
すす
とと
すす
るる
なな
らら
ばば
のの
話話
だだ
がが
。。」」
そそ
うう
訳訳
しし
てて
かか

らら
、、
友友
彦彦
はは
ガガ
ッッ
カカ
リリ
しし
たた
のの
かか
、、
うう
なな
だだ
れれ
たた
。。 

友友
彦彦
よよ
、、
何何
もも
、、
うう
なな
だだ
れれ
るる
必必
要要
はは
なな
いい
。。
ここ
のの
とと
きき
、、
ボボ
クク
はは
そそ
うう
思思
っっ
たた
。。

ボボ
クク
はは
手手
をを
挙挙
げげ
てて
叫叫
んん
でで
いい
たた
。。「「
先先
生生
！！
」」 

「「
何何
だだ
？？
」」
高高
井井
先先
生生
がが
、、
まま
だだ
何何
かか
言言
いい
たた
いい
のの
かか
とと
いい
うう
顔顔
をを
しし
てて
斜斜
にに
構構
ええ

たた
。。 

「「
ロロ
ッッ
クク
ググ
ルル
ーー
ププ
にに
『『
ＧＧ
ＯＯ
ＤＤ
・・
ＬＬ
ＵＵ
ＣＣ
ＫＫ
（（
ガガ
ッッ
ドド
・・
ララ
ッッ
クク
））』』
とと
いい
うう
ググ

ルル
ーー
ププ
がが
ああ
るる
んん
でで
すす
。。
そそ
のの
ググ
ルル
ーー
ププ
のの
新新
しし
いい
アア
ルル
ババ
ムム
がが
出出
たた
とと
友友
彦彦
はは
喜喜

んん
でで
いい
るる
みみ
たた
いい
でで
すす
」」
ボボ
クク
はは
声声
をを
張張
りり
上上
げげ
たた
。。 

「「
だだ
かか
らら
、、
そそ
れれ
がが
どど
うう
しし
たた
？？
」」
高高
井井
先先
生生
はは
、、
冷冷
たた
くく
突突
きき
放放
しし
たた
。。 

「「
でで
すす
かか
らら
、、
『『
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
』』
のの
意意
味味
はは
、、
直直
訳訳
すす
るる
とと
『『
神神
幸幸
運運
』』
でで

すす
よよ
ねね
？？
」」 

 

そそ
れれ
をを
聞聞
いい
てて
高高
井井
先先
生生
はは
「「
ププ
っっ
」」
とと
、、
せせ
せせ
らら
笑笑
っっ
たた
。。 

「「
ああ
んん
なな
先先
生生
のの
ここ
とと
、、
ほほ
っっ
とと
けけ
！！
」」
横横
でで
友友
彦彦
がが
ボボ
クク
にに
肘肘
をを
出出
しし
たた
。。
ボボ
クク

はは
うう
なな
づづ
いい
たた
がが
、、
内内
心心
、、
不不
満満
だだ
っっ
たた
。。
英英
語語
のの
教教
師師
はは
理理
解解
しし
なな
いい
がが
、、
ＧＧ
ｏｏ

ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
、、
ここ
れれ
はは
いい
いい
言言
葉葉
だだ
。。「「
ほほ
っっ
とと
けけ
、、
っっ
てて
。。
・・
・・
・・
そそ
うう
そそ
うう
、、

彼彼
らら
のの
楽楽
曲曲
にに
はは
ここ
うう
いい
うう
のの
がが
ああ
るる
んん
だだ
」」
友友
彦彦
はは
、、
歌歌
詞詞
カカ
ーー
ドド
をを
見見
せせ
なな
がが

らら
、、
ココ
ッッ
ソソ
リリ
とと
そそ
のの
歌歌
をを
口口
ずず
ささ
んん
だだ
。。 

♪♪ 

神神
様様 

おお
願願
いい
だだ 

ああ
んん
たた
はは
不不
幸幸
なな
神神
様様
だだ
ろろ
？？
だだ
かか
らら
、、
神神
様様 

おお
願願
いい

だだ 

俺俺
をを
助助
けけ
てて
くく
れれ 

助助
けけ
てて
くく
れれ
たた
らら 

ああ
んん
たた
はは
幸幸
福福
なな
神神
様様
にに
なな
れれ
るる 

なな
るる
ほほ
どど
。。
ここ
のの
歌歌
詞詞
をを
聞聞
いい
てて
、、
ボボ
クク
はは
確確
信信
しし
たた
。。
不不
幸幸
なな
神神
様様
がが
いい
るる
とと
すす

るる
なな
らら
ばば
、、
なな
おお
ささ
らら
だだ
。。
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
とと
はは
、、『『
神神
幸幸
運運
』』、、
つつ
まま
りり
『『
神神

様様
かか
らら
のの
幸幸
運運
』』
とと
訳訳
しし
てて
良良
いい
のの
だだ
。。 

「「
『『
神神
幸幸
運運
』』
とと
言言
ええ
るる
くく
らら
いい
確確
実実
なな
幸幸
運運
のの
ここ
とと
だだ
よよ
。。
」」
ボボ
クク
はは
友友
彦彦
にに
言言
っっ

たた
。。
ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
のの
意意
味味
はは
、、
ここ
れれ
だだ
。。 

ここ
のの
ロロ
ッッ
クク
ググ
ルル
ーー
ププ
もも
、、
そそ
うう
いい
うう
つつ
もも
りり
でで
ネネ
ーー
ミミ
ンン
ググ
しし
たた
にに
違違
いい
なな
いい
。。 

ＧＧ
ｏｏ
ｄｄ
・・
ＬＬ
ｕｕ
ｃｃ
ｋｋ
はは
、、『『
神神
幸幸
運運
』』
とと
言言
ええ
るる
くく
らら
いい
確確
実実
なな
幸幸
運運
のの
ここ
とと
にに
違違

いい
なな
いい
・・
・・
・・
。。
ボボ
クク
はは
、、
妙妙
にに
納納
得得
しし
てて
いい
たた
。。 

（２）

がが丘丘ボボーーイイ読読みみ切切りり連連作作小小説説 伊伊
い

古古兄兄
こあに

 ロロタタ

第第 2233 話話  不不幸幸なな神神様様
「緑が丘学園高校」の高梨真人を主人公にした

青春ミステリー小説。全４８話です。

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴らしい」と

いう意味です。私たちは今この時を大切にして生きています。あるとき

は庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」

になぞらえて、想い出の日々を高前田博子さんが綴ってくれます。

（編集室）
日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

「「
おお
おお
きき
にに
。。
まま
たた
来来
てて
なな
。。
きき
っっ
とと
よよ
。。」」 

吹吹
きき
抜抜
けけ
のの
二二
階階
のの
階階
段段
のの
手手
摺摺
りり
にに
凭凭
（（
もも
たた
））

れれ
てて
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
はは
叫叫
ぶぶ
。。 

詳詳
しし
くく
はは
解解
らら
なな
いい
がが
関関
西西
にに
もも
住住
んん
でで
いい
たた
らら

しし
くく
、、
ああ
ちち
ここ
ちち
でで
暮暮
らら
しし
たた
せせ
いい
かか
彼彼
女女
のの
言言
葉葉
はは

まま
るる
でで
カカ
クク
テテ
ルル
だだ
。。 

ここ
のの
様様
子子
をを
見見
てて
私私
はは
いい
つつ
もも
「「
ロロ
ミミ
オオ
とと
ジジ
ュュ
リリ

エエ
ッッ
トト
」」
のの
映映
画画
のの
シシ
ーー
ンン
をを
思思
いい
浮浮
かか
べべ
たた
もも
のの

だだ
。。
私私
はは
彼彼
女女
をを
密密
かか
にに
恋恋
多多
きき
ジジ
ュュ
リリ
エエ
ッッ
トト
とと
呼呼

んん
だだ
。。 

彼彼
女女
とと
私私
はは
「「
ココ
ンン
パパ
」」
とと
言言
うう
酒酒
場場
のの
寮寮
でで
同同
室室

でで
、、
年年
のの
頃頃
はは
私私
とと
同同
じじ
二二
十十
そそ
ここ
そそ
ここ
だだ
っっ
たた
。。
ほほ

どど
良良
くく
ウウ
ェェ
ーー
ブブ
のの
掛掛
かか
っっ
たた
長長
いい
髪髪
をを
垂垂
らら
しし
、、
くく

るる
りり
とと
しし
たた
目目
はは
同同
性性
のの
私私
かか
らら
見見
てて
もも
可可
愛愛
かか
っっ

たた
。。 「「

今今
日日
もも
遅遅
くく
なな
るる
かか
らら
よよ
ろろ
しし
くく
ねね
。。」」 

彼彼
女女
がが
仕仕
事事
をを
終終
ええ
るる
のの
をを
客客
やや
宵宵
っっ
張張
りり
ネネ
オオ

ンン
がが
待待
っっ
てて
いい
たた
。。 

店店
がが
跳跳
ねね
てて
かか
らら
客客
とと
のの
デデ
ーー
トト
もも
大大
事事
なな
仕仕
事事

のの
一一
つつ
だだ
。。
一一
緒緒
にに
食食
事事
をを
しし
てて
常常
連連
客客
にに
なな
っっ
てて
貰貰

うう
たた
めめ
だだ
。。
客客
とと
のの
デデ
ーー
トト
にに
もも
いい
ろろ
いい
ろろ
なな
タタ
イイ
ププ

がが
ああ
るる
。。 

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

（Ｃ） Ｎ.Ｈ

第第 99 話話  映映 画画

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』最最優優秀秀賞賞をを

受受賞賞さされれままししたた。。雫雫石石町町在在住住。。 

ビビ
ジジ
ネネ
スス
とと
割割
りり
切切
りり
客客
にに
情情
をを
移移
ささ
ずず
売売
上上
向向

上上
だだ
けけ
をを
目目
差差
すす
女女
がが
いい
るる
。。
いい
いい
男男
をを
摑摑
（（
つつ
かか
まま
））

ええ
てて
玉玉
のの
輿輿
にに
乗乗
ろろ
うう
とと
すす
るる
野野
心心
家家
のの
女女
もも
目目
にに

すす
るる
。。 

高高
級級
店店
やや
新新
装装
開開
店店
のの
店店
にに
客客
をを
だだ
しし
にに
しし
てて
足足

をを
運運
びび
、、
ちち
ゃゃ
っっ
かか
りり
自自
分分
がが
楽楽
しし
んん
でで
しし
まま
うう
タタ
イイ

ププ
もも
ああ
るる
。。
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
はは
ちち
ゃゃ
っっ
かか
りり
タタ
イイ
ププ
にに
見見

ええ
たた
。。 

女女
達達
はは
思思
いい
思思
いい
のの
客客
達達
とと
鮨鮨
屋屋
、、
焼焼
肉肉
店店
へへ
とと
消消

ええ
てて
いい
くく
。。
わわ
れれ
関関
せせ
ずず
とと
ささ
っっ
ささ
とと
帰帰
るる
女女
もも
稀稀
にに

いい
るる
。。 

「「
開開
けけ
てて
ーー
．．
もも
うう
寝寝
たた
のの
？？
」」 

門門
限限
がが
とと
うう
にに
過過
ぎぎ
たた
夜夜
中中
のの
三三
時時
頃頃
にに
なな
るる
とと
、、

ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
はは
足足
をを
ひひ
ょょ
ろろ
ひひ
ょょ
ろろ
ささ
せせ
てて
帰帰
っっ
てて

来来
るる
。。
みみ
やや
げげ
のの
鮨鮨
だだ
けけ
はは
しし
っっ
かか
りり
握握
りり
しし
めめ
てて
いい

るる
。。 無無

理理
矢矢
理理
起起
ここ
ささ
れれ
たた
私私
達達
はは
目目
をを
しし
ょょ
ぼぼ
つつ
かか

せせ
てて
極極
上上
のの
鮨鮨
をを
つつ
まま
んん
だだ
。。
ここ
んん
なな
ここ
とと
がが
何何
度度
とと

なな
くく
繰繰
りり
返返
ささ
れれ
てて
いい
たた
。。
そそ
のの
うう
ちち
誰誰
もも
鮨鮨
のの
力力
でで

はは
起起
きき
なな
くく
なな
っっ
たた
。。 

ああ
るる
晩晩
、、
いい
つつ
もも
のの
よよ
うう
にに
彼彼
女女
のの
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
はは

若若
いい
男男
でで
いい
っっ
ぱぱ
いい
だだ
っっ
たた
。。
彼彼
女女
のの
周周
りり
はは
絶絶
ええ
ずず

華華
（（
はは
なな
））
やや
いい
でで
いい
たた
。。 

売売
りり
上上
げげ
ナナ
ンン
ババ
ーー
ワワ
ンン
だだ
けけ
ああ
っっ
てて
、、
ボボ
トト
ルル
キキ

ーー
ププ
のの
客客
もも
多多
くく
、、
オオ
ーー
ドド
ブブ
ルル
やや
フフ
ルル
ーー
ツツ
のの
値値
のの

張張
るる
つつ
まま
みみ
がが
並並
ぶぶ
。。 

「「
隅隅
っっ
ここ
にに
いい
るる
客客
、、
最最
近近
通通
いい
詰詰
めめ
ねね
。。」」 

「「
でで
もも
、、
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
のの
タタ
イイ
ププ
じじ
ゃゃ
なな
いい
よよ
。。」」 

「「
ああ
のの
ハハ
ンン
チチ
ンン
ググ
のの
男男
、、
ここ
けけ
しし
ササ
ウウ
ナナ
でで
何何
度度

かか
見見
たた
わわ
。。」」 

「「
ああ
れれ
以以
上上
痩痩
せせ
てて
どど
うう
すす
るる
のの
？？
」」 

「「
ああ
ああ
いい
うう
のの
がが
ダダ
ーー
クク
ホホ
ーー
スス
かか
もも
・・
・・
・・
。。」」 

「「
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
のの
客客
にに
しし
てて
はは
、、
みみ
みみ
っっ
ちち
いい
ねね
。。」」 

 
 

オオ
ーー
ドド
ブブ
ルル
もも
フフ
ルル
ーー
ツツ
もも
無無
くく
、、
ポポ
ロロ
ポポ
ロロ
とと
皿皿

にに
柿柿
ピピ
ーー
がが
転転
がが
っっ
てて
いい
るる
だだ
けけ
のの
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
をを

見見
てて
、、
私私
達達
はは
勝勝
手手
なな
ここ
とと
ばば
かか
りり
言言
いい
合合
うう
。。 

ハハ
ンン
チチ
ンン
ググ
姿姿
のの
小小
柄柄
なな
男男
はは
チチ
ョョ
ビビ
チチ
ョョ
ビビ
とと

ハハ
イイ
ボボ
ーー
ルル
をを
嘗嘗
（（
なな
））
めめ
てて
いい
るる
。。
ボボ
ーー
ツツ
とと
しし
てて

いい
るる
よよ
うう
にに
見見
ええ
てて
、、
目目
だだ
けけ
はは
絶絶
ええ
ずず
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん

のの
後後
をを
追追
っっ
てて
いい
るる
。。 

 

ハハ
ンン
チチ
ンン
ググ
がが
足足
繁繁
くく
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
にに
通通
うう
よよ
うう

にに
なな
っっ
てて
かか
らら
、、
彼彼
女女
はは
変変
わわ
っっ
たた
。。 

男男
がが
現現
れれ
なな
いい
とと
心心
なな
しし
かか
しし
ょょ
げげ
てて
いい
るる
様様
にに

見見
ええ
たた
。。 

華華
やや
かか
なな
客客
達達
のの
中中
でで
目目
立立
なな
いい
姿姿
がが
かか
ええ
っっ
てて

逆逆
にに
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
のの
気気
をを
引引
いい
たた
のの
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
。。 

アア
ルル
ココ
ーー
ルル
もも
ああ
まま
りり
飲飲
まま
なな
くく
なな
りり
、、
仕仕
事事
がが
終終

わわ
るる
とと
すす
っっ
飛飛
んん
でで
寮寮
にに
帰帰
っっ
たた
。。 

真真
面面
目目
なな
顔顔
をを
しし
てて
料料
理理
やや
生生
けけ
花花
のの
本本
のの
ペペ
ーー

ジジ
をを
めめ
くく
っっ
てて
いい
るる
。。
昼昼
過過
ぎぎ
迄迄
ベベ
ッッ
ドド
にに
入入
っっ
てて
いい

たた
のの
がが
早早
起起
きき
にに
なな
っっ
たた
。。 

 

とと
きき
おお
りり
寮寮
のの
台台
所所
かか
らら
包包
丁丁
のの
音音
がが
聞聞
ええ
てて
来来

たた
。。
始始
めめ
のの
頃頃
はは
休休
符符
がが
やや
たた
らら
多多
かか
っっ
たた
包包
丁丁
のの
音音

もも
、、
しし
だだ
いい
にに
リリ
ズズ
ミミ
カカ
ルル
にに
なな
りり
、、
十十
六六
分分
音音
符符
ぐぐ

らら
いい
にに
なな
っっ
たた
ろろ
うう
かか
。。 

小小
気気
味味
いい
いい
音音
はは
、、
何何
かか
いい
いい
ここ
とと
のの
ああ
るる
ププ
レレ
リリ

ュュ
ーー
ドド
にに
聴聴
ここ
ええ
てて
きき
たた
。。 

 

一一
カカ
月月
ほほ
どど
しし
てて
ユユ
ミミ
ちち
ゃゃ
んん
はは
仕仕
事事
をを
辞辞
めめ
たた
。。 

二二
階階
のの
手手
摺摺
にに
凭凭
（（
もも
たた
））
れれ
てて
帰帰
りり
際際
のの
客客
にに
語語

りり
かか
けけ
るる
ジジ
ュュ
リリ
エエ
ッッ
トト
はは
もも
うう
いい
なな
いい
。。 

彼彼
女女
はは
、、
好好
意意
をを
持持
っっ
てて
言言
いい
寄寄
るる
カカ
ッッ
ココ
イイ
イイ
客客

達達
をを
尻尻
目目
にに
、、
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
隅隅
っっ
ここ
にに
座座
っっ
てて
いい
たた

ああ
のの
ダダ
ーー
クク
ホホ
ーー
スス
とと
結結
婚婚
しし
たた
。。 

彼彼
はは
競競
馬馬
のの
騎騎
手手
でで
佐佐
藤藤
とと
言言
うう
。。 

誰誰
もも
予予
想想
だだ
にに
しし
なな
いい
意意
外外
なな
ロロ
ミミ
オオ
がが
誕誕
生生
しし

たた
。。 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん 

アア
ネネ
ッッ
クク
スス 

カカ
ワワ
トト
クク
ささ
んん 

→→県県営営球球場場へへ 

ジジ
ョョ
イイ
スス
ささ
んん 

松松
園園
方方
面面 

高高
松松
方方
面面 

「「学学ぶぶ習習慣慣をを、、早早いい時時期期にに身身ににつつけけるるとと、、子子どどももはは、、 

ととててもも伸伸びびるるんんでですすよよ。。」」     担担当当：：佐佐藤藤 

〇対象年齢 幼幼児児((00 歳歳かからら))、、小小学学生生、、中中学学生生、、高高校校生生 

〇費 用  11 教教科科ああたたりり月月額額 77,,115500 円円((幼幼児児・・小小学学生生)) 

中中学学生生はは 11 教教科科 88,,225500 円円//月月、、高高校校生生以以上上はは 99,,335500 円円//月月。。 

〇教室日  教教室室ででのの学学習習はは、、週週 22 回回でですす。。月月・・火火・・木木・・金金 1144::0000〜〜2200::0000 

くくももんん緑緑がが丘丘教教室室 緑緑がが丘丘２２丁丁目目２２−−１１５５ ｼｼｬｬﾘﾘﾏﾏｰーｸｸﾞ゙ﾘﾘｰーﾝﾝﾋﾋﾙﾙ１１階階

教教室室電電話話 001199--666611--55008822  ケケーータタイイ 009900--44004466--00779999 

公公文文式式のの勉勉強強のの進進みみ方方はは、、各各人人ののペペーーススにに合合わわせせまますす。。 
公公文文式式のの勉勉強強でではは、、高高校校レレベベルルのの事事柄柄にに至至るるままでで、、 
小小学学校校・・中中学学校校・・高高校校のの授授業業ののレレベベルルととはは違違っってて、、 
各各人人ののペペーーススにに合合わわせせまますす。。 
ななののでで、、各各人人のの習習熟熟度度にに合合わわせせてて、、じじっっくくりり取取りり組組めめまますす。。

緑緑がが丘丘教教室室へへのの入入会会をを 

検検討討さされれてていいるる方方へへ  

教教室室にに貼貼りり出出さされれてていいるる 

子子どどももたたちちのの成成果果！！ 

更なる次作「が丘レディ」（全 107 話）が現在、木曜日「盛岡タイムス」紙で連載されています。



第第 2200 話話 ククリリススママスス飾飾りり 

当当
然然
体体
にに
良良
いい
わわ
けけ
がが
なな
くく
、、
「「
肝肝

風風
」」
とと
いい
っっ
てて
、、
頭頭
痛痛
、、
耳耳
鳴鳴
りり
、、
痺痺

れれ
、、
痙痙
攣攣
なな
どど
がが
生生
じじ
、、
最最
悪悪
のの
場場
合合

はは
半半
身身
不不
随随
つつ
まま
りり
脳脳
卒卒
中中
にに
なな
っっ
てて

しし
まま
いい
まま
すす
。。 

最最
近近
のの
脳脳
科科
学学
でで
もも
、、
怒怒
りり
にに
よよ
っっ

てて
スス
トト
レレ
スス
ホホ
ルル
モモ
ンン
がが
過過
剰剰
分分
泌泌
ささ

れれ
、、
そそ
のの
結結
果果
脳脳
がが
萎萎
縮縮
しし
てて
認認
知知
症症

にに
つつ
なな
がが
るる
とと
のの
報報
告告
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

近近
頃頃
キキ
レレ
やや
すす
いい
高高
齢齢
者者
がが
多多
いい
そそ

うう
でで
すす
かか
らら
少少
々々
心心
配配
でで
すす
。。 

第第 3366 話話  怒怒りりのの６６秒秒ルルーールル 

怒怒
るる
とと
血血
液液
のの
流流
れれ
がが
悪悪
くく 

喜喜
怒怒
哀哀
楽楽
はは
人人
間間
のの
自自
然然
なな
感感
情情
でで

すす
がが
、、
度度
をを
越越
しし
まま
すす
とと
健健
康康
にに
影影
響響

しし
てて
きき
まま
すす
。。 

東東
洋洋
医医
学学
でで
いい
うう
五五
臓臓
とと
はは
「「
肝肝
、、

心心
、、
脾脾
、、
肺肺
、、
腎腎
」」
をを
いい
いい
まま
すす
がが
、、

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
「「
怒怒
、、
喜喜
、、
悲悲
、、
憂憂
、、
恐恐
」」

のの
五五
つつ
のの
感感
情情
がが
リリ
ンン
クク
しし
てて
いい
まま

すす
。。 ここ

のの
うう
ちち
「「
肝肝
」」
はは
血血
液液
のの
流流
れれ
をを

よよ
くく
すす
るる
働働
きき
がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、「「
怒怒
」」

にに
リリ
ンン
クク
しし
てて
いい
まま
すす
かか
らら
、、
怒怒
るる
とと

血血
液液
のの
流流
れれ
がが
悪悪
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

すす
るる
とと
血血
液液
とと
一一
緒緒
にに
流流
れれ
てて
いい
るる

「「
気気
」」
のの
流流
れれ
もも
悪悪
くく
なな
っっ
てて
イイ
ララ
イイ

ララ
がが
生生
じじ
、、「「
肝肝
火火
」」
とと
なな
っっ
てて
怒怒
りり
がが

増増
幅幅
しし
まま
すす
。。 

つつ
いい
にに
はは
頭頭
にに
血血
がが
上上
っっ
てて
逆逆
上上

しし
、、
怒怒
りり
がが
爆爆
発発
しし
まま
すす
。。 

「「
怒怒
りり
のの
六六
秒秒
ルル
ーー
ルル
」」
とと
はは 

でで
はは
「「
ここ
れれ
がが
怒怒
らら
ずず
にに
いい
らら
れれ
るる

かか
」」
とと
いい
うう
状状
況況
にに
なな
っっ
たた
らら
どど
うう
すす

れれ
ばば
良良
いい
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

そそ
んん
なな
時時
はは
「「
怒怒
りり
のの
六六
秒秒
ルル
ーー
ルル
」」

をを
思思
いい
出出
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

ここ
れれ
はは
怒怒
りり
がが
生生
じじ
たた
時時
、、
心心
のの
中中

でで
ゆゆ
っっ
くく
りり
六六
つつ
数数
ええ
るる
とと
、、
そそ
のの
怒怒

りり
にに
まま
かか
せせ
たた
言言
動動
がが
抑抑
ええ
らら
れれ
、、
冷冷

静静
にに
なな
れれ
るる
とと
いい
うう
もも
のの
でで
すす
。。 

六六
秒秒
もも
待待
てて
なな
いい
とと
いい
うう
人人
はは
、、
何何

かか
自自
分分
のの
好好
きき
なな
言言
葉葉
をを
決決
めめ
てて
心心
のの

中中
でで
三三
回回
唱唱
ええ
まま
しし
ょょ
うう
。。
少少
しし
はは
冷冷

静静
にに
なな
っっ
てて
穏穏
和和
なな
解解
決決
策策
をを
見見
出出
すす

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
はは
ずず
でで
すす
。。 

そそ
のの
うう
ちち
怒怒
りり
自自
体体
もも
生生
じじ
なな
くく
なな

っっ
たた
らら
上上
々々
でで
すす
。。 

怒怒
りり
にに
限限
らら
ずず
他他
のの
四四
つつ
のの
感感
情情

（（
喜喜
、、
悲悲
、、
憂憂
、、
恐恐
））
もも
度度
をを
越越
しし
まま

すす
とと
、、
各各
々々
のの
臓臓
にに
影影
響響
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

健健
康康
のの
たた
めめ
にに
はは
感感
情情
のの
平平
静静
もも
大大

切切
でで
すす
。。 

十十
一一
月月
某某
日日
、、
今今
年年
もも
、、
初初
雪雪
のの
便便
りり
がが
届届
きき
まま
しし
たた
。。 

高高
松松
のの
池池
にに
はは
、、
白白
鳥鳥
ささ
んん
がが
飛飛
来来
しし
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

ここ
のの
地地
にに
ココ
ンン
ビビ
ニニ
をを
構構
ええ
てて
ウウ
ンン
十十
年年
にに
なな
りり
まま
すす
。。
おお
客客
様様
かか
らら
はは

「「
店店
長長
ささ
んん
のの
娘娘
ささ
んん
でで
すす
かか
？？
」」
とと
ワワ
タタ
クク
シシ
、、
尋尋
ねね
らら
れれ
るる
ここ
とと
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
最最
近近
でで
すす
よよ
（（
笑笑
））。。
そそ
のの
とと
きき
はは
、、「「
ワワ
タタ
クク
シシ
がが
店店
長長
でで
すす
。。

店店
長長
のの
娘娘
ささ
んん
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。」」
とと
当当
然然
なな
がが
らら
おお
答答
ええ
しし
まま
すす
。。 

ささ
てて
、、
当当
店店
、、
楽楽
しし
いい
企企
画画
でで
盛盛
りり
上上
がが
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
ハハ
ッッ
ピピ
ーー
くく
じじ
」」。。
デデ
ィィ
ズズ
ニニ
ーー
のの
クク
リリ
スス
ママ
スス
・・
オオ
ーー
ナナ
メメ
ンン
トト
がが
、、

「「
ハハ
ズズ
レレ
無無
しし
」」
でで
当当
たた
りり
まま
すす
。。
キキ
ララ
キキ
ララ
輝輝
くく
クク
リリ
スス
ママ
スス
飾飾
りり
でで
、、

今今
年年
はは
楽楽
しし
んん
でで
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

先先
日日
いい
らら
しし
たた
友友
人人
ささ
んん
がが
、、
早早
速速
、、
挑挑
戦戦
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
友友
人人
ささ
んん
はは
、、
ここ
のの
ココ
ララ
ムム
にに
時時
々々
登登
場場
すす
るる
例例
のの
「「
妖妖
精精
」」
とと
思思

しし
きき
方方
でで
すす
。。
そそ
のの
方方
がが
希希
望望
しし
たた
景景
品品
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
はは
、、
デデ
ィィ
ズズ
ニニ
ーー

のの
「「
テテ
ィィ
ンン
カカ
ーー
ベベ
ルル
」」
でで
しし
たた
。。
ここ
れれ
はは
、、
小小
説説
なな
どど
にに
登登
場場
すす
るる
妖妖
精精

でで
すす
。。
やや
はは
りり
、、
そそ
のの
方方
はは
妖妖
精精
にに
違違
いい
なな
いい
（（
笑笑
））。。 

そそ
のの
友友
人人
ささ
んん
がが
クク
ジジ
をを
引引
いい
たた
とと
ここ
ろろ
、、
「「
テテ
ィィ
ンン
カカ
ーー
ベベ
ルル
」」
にに
はは

当当
たた
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
がが
、、
三三
匹匹
のの
わわ
んん
ちち
ゃゃ
んん
のの
景景
品品
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
がが

当当
たた
りり
まま
しし
たた
。。（（
下下
のの
写写
真真
）） 

        

でで
、、
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
思思
いい
当当
たた
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
友友
人人
ささ
んん
かか
らら
のの
メメ
ーー
ルル

にに
はは
「「
ワワ
ンン
ちち
ゃゃ
んん
のの
顔顔
」」
がが
ヨヨ
クク
貼貼
りり
付付
いい
てて
いい
るる
のの
でで
しし
たた
。。 

やや
はは
りり
・・
・・
・・
（（
笑笑
））。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
皆皆
ささ
んん
、、
ここ
のの
一一
年年
、、
いい
かか
がが
でで
しし
たた
かか
？？
先先
日日
、、
おお
客客
様様

がが
「「
今今
年年
はは
、、
長長
いい
人人
生生
でで
最最
良良
のの
年年
でで
しし
たた
」」
とと
申申
しし
たた
のの
でで
ビビ
ッッ
クク
リリ

しし
まま
しし
たた
。。
ワワ
タタ
クク
シシ
的的
にに
もも
、、
とと
っっ
てて
もも
良良
いい
一一
年年
がが
過過
ごご
せせ
まま
しし
たた
。。 

「「
今今
年年
もも
おお
世世
話話
にに
なな
りり
まま
しし
たた
」」
とと
言言
うう
のの
にに
はは
、、
まま
だだ
早早
いい
でで
すす
がが
、、

今今
年年
もも
ああ
りり
がが
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。
師師
走走
とと
新新
年年
はは
大大
忙忙
しし
のの
ココ
ンン
ビビ
ニニ

でで
すす
。。
年年
末末
年年
始始
のの
ごご
準準
備備
のの
おお
手手
伝伝
いい
、、
まま
だだ
まま
だだ
しし
てて
いい
まま
すす
よよ
ーー
。。 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （３）

スス
タタ
ンン
ププ
ララ
リリ
ーー 

 

娘娘
とと
行行
っっ
てて
きき
まま
しし
たた
。。
テテ
ンン

パパ
ーー
クク
（（
岩岩
手手
山山
青青
少少
年年
交交
流流
のの

家家
））
のの
広広
大大
なな
敷敷
地地
のの
中中
かか
らら
5500

個個
のの
スス
タタ
ンン
ププ
をを
探探
すす
とと
いい
うう
めめ

ちち
ゃゃ
めめ
ちち
ゃゃ
大大
変変
なな
スス
タタ
ンン
ププ
ララ

リリ
ーー
。。
レレ
アア
なな
スス
タタ
ンン
ププ
はは
笹笹
林林

のの
中中
にに
ああ
るる
んん
でで
すす
。。 

なな
んん
とと
かか
ゲゲ
ッッ
トト
しし
たた
もも
のの

のの
、、
一一
万万
歩歩
歩歩
いい
たた
とと
ここ
ろろ
でで
私私

のの
足足
とと
腰腰
はは
限限
界界
にに
。。 

娘娘
にに
「「
おお
願願
いい
だだ
かか
らら
帰帰
りり
まま

しし
ょょ
」」
とと
頼頼
みみ
込込
みみ
、、
4433
個個
のの
スス

タタ
ンン
ププ
をを
付付
いい
たた
とと
ここ
ろろ
でで
帰帰
っっ

てて
きき
まま
しし
たた
。。 

来来
年年
もも
参参
加加
しし
よよ
うう
とと
思思
いい
まま

すす 

♪♪ 

次次
はは
何何
週週
間間
にに
もも
分分
けけ

てて
ちち
ょょ
っっ
とと
ずず
つつ
スス
タタ
ンン
ププ
がが
付付

くく
よよ
うう
にに
（（
笑笑
））。。 

 

テテ
デデ
ィィ
ベベ
アア
のの
由由
来来 

 

息息
子子
かか
らら
一一
つつ
雑雑
学学
をを
教教
わわ

りり
まま
しし
たた
。。 

ルル
ーー
ズズ
ベベ
ルル
トト
大大
統統
領領
がが
熊熊

狩狩
りり
にに
行行
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
、、
１１
匹匹

もも
獲獲
れれ
ずず
、、
家家
来来
がが
ああ
らら
かか
じじ

めめ
生生
けけ
捕捕
りり
しし
てて
いい
たた
小小
熊熊
をを

差差
しし
出出
しし
てて
撃撃
つつ
よよ
うう
にに
話話
しし

たた
とと
ここ
ろろ
、、
大大
統統
領領
はは
「「
瀕瀕
死死

のの
熊熊
しし
かか
もも
小小
熊熊
をを
撃撃
つつ
のの
はは

スス
ポポ
ーー
ツツ
ママ
ンン
シシ
ッッ
ププ
にに
反反
すす

るる
！！
」」
とと
言言
っっ
てて
撃撃
たた
なな
いい
でで

帰帰
っっ
たた
。。 

そそ
のの
記記
事事
をを
読読
んん
だだ
菓菓
子子
職職

人人
がが
大大
統統
領領
のの
ニニ
ッッ
クク
ネネ
ーー
ムム

のの
「「
テテ
デデ
ィィ
」」
とと
いい
うう
名名
前前
のの

くく
まま
のの
ぬぬ
いい
ぐぐ
るる
みみ
をを
作作
りり
、、

「「
テテ
デデ
ィィ
ベベ
アア
」」
とと
しし
てて
売売
りり

出出
しし
たた
のの
がが
始始
まま
りり
だだ
とと
かか
。。 

家家
族族
日日
記記 

第第 7733 回回 

ほほ
んん
わわ
かか
・・
・・
・・ 

緑が丘で保険代理店を

経営されている佐藤晴紀

さんの会社のみなさんの

日々の出来事を、日記で

紹介します。

連載

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。今は、「セールス・プロモーション

（Sales Promotion）」などと呼ばれます。客にとって魅力ある販売スタイルのこと

ですね。西松園と高松４丁目でファミマを経営されている阿部江津子さんが、セー

ルス・プロモーションにつながるようなコラムを連載してくれます。おススメ商品

など女子の「つぶやき」を随時掲載します。お楽しみに。（編集室）

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 
阿阿部部江江津津子子ささんん 

ＢＢＳＳ放放送送中中～～ヴヴァァイイオオリリンンととダダンンススのの競競演演 

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ミニ・コラムです。ダンスにまつわる楽しいお話を掲載します。

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話（（33338888）） 

  

））

世世界界的的ヴヴァァイイオオリリニニスストトのの演演奏奏にに合合わわせせててダダンンササーー
がが踊踊るる、、そそんんななテテレレビビ番番組組がが放放送送中中でですす。。 
番番組組ののタタイイトトルルはは、、 

「「ＤＤのの旋旋律律～～今今宵宵ははダダンンススとと音音楽楽とと～～」」 

世世界界的的ヴヴァァイイオオリリニニスストトはは、、高高嶋嶋ちちささ子子ささんんのの師師とと
もも言言わわれれるる古古澤澤巖巖ささんん。。そそののヴヴァァイイオオリリンンのの演演奏奏にに合合
わわせせてて、、日日本本をを代代表表すするる社社交交ダダンンススののトトッッププダダンンササーー
達達がが踊踊るるとといいうう、、ままささににシショョーータタイイムム。。 
22002211年年44月月かからら放放送送さされれてていいたたももののののテテレレビビ東東京京（（関関

東東ロローーカカルル））ののみみでで放放送送さされれ、、全全国国的的ににはは見見らられれななかか
っったたののでですすがが、、1100 月月かかららはは、、 

「「金金ススママ」」でではは、、 

ままたた社社交交ダダンンススがが復復活活！！ 

佐々木
さ さ き

正人
まさひと

先生

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

佐佐 々々木木 先先 生生 のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 

   ＰＰ

松松園園 
ババスス・・タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田

ダダ
ムム
方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 
盛盛岡岡市市西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
「「
どど
ここ
もも
同同
じじ
」」
っっ
てて 

思思
っっ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？ 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
違違
うう
んん
でで
すす
よよ
。。 

 

どど
ここ
がが
？？ 

 

んん
ーー
ーー
んん
。。 

まま
ずず
はは
、、
店店
主主
とと
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
違違
うう
でで
しし
ょょ
？？ 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
のの
個個
性性
はは 

店店
主主
とと
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
個個
性性
なな
んん
でで
すす
よよ
。。 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。  
hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//vviieerraa//pprroodduuccttss//

 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

ココレレはは、、扇扇風風機機ででははアアリリママセセンン。。 

テテレレビビでですす。。 

キキャャススタターー付付ききススタタンンドドでで、、移移動動もも簡簡単単。。 

テ
レ
ビ
台
の
下
や
後
ろ
側
は
、
ホ
コ
リリ
にに
なな
りり

が
ち
な
場
所
で
す
が
、
こ
れ
だ
と
寄
せ
て
動
か
しし

や
す
く
、
お
掃
除
も
ラ
ク
に
で
き
ま
す
。

白
が
基
調
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
背
面
も
き

れ
い
な
こ
と
か
ら
、
間
仕
切
り
の
よ
う
な
使
い
方

も
。
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
を
す
っ
き

りり
広
く
、
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
み
た
い
方
な
ど
に
お

スス
スス
メ
で
す
。

テ
レ
ビ
台
の
下
や
後
ろ
側
は
、
ホ

が
ち
な
場
所
で
す
が
、
こ
れ
だ
と
寄
せ
て
動
か

や
す
く
、
お
掃
除
も
ラ
ク
に
で
き
ま
す
。

白
が
基
調
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
背
面
も
き

れ
い
な
こ
と
か
ら
、
間
仕
切
り
の
よ
う
な
使
い
方

も
。
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
を
す
っ
き

広
く
、
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
み
た
い
方
な
ど
に
お

メ
で
す
。

レ
ビ
レ
ビ
台
の

リリビビンンググにに、、ダダイイニニンンググにに、、 

見見たたいい場場所所ままでで手手軽軽にに動動かかせせまますす。。 

レレイイアアウウトト フフリリーー テテレレビビ 

国国内内最最大大級級ののオオーーデディィオオビビジジュュアアルルアアワワーードドでで、、 

「「ココンンセセププトト大大賞賞」」ほほかか４４冠冠受受賞賞！！ 

今今回回はは、、浅浅田田舞舞ささんんがが踊踊っってていいまますす。。 

 ～～ みみななささんん、、応応援援 おお願願いいししまますす ～～ 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  

３３かか月月（（１１２２回回））でで４４種種目目 踊踊れれるる!!!! 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす 

定定休休日日：：日日曜曜日日   
月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

詳詳ししくくはは、、おお問問合合せせををおお願願いいししまますす。。 

とと遅遅いい時時間間帯帯ななののでですすがが毎毎週週ややっってていいまますす！！ 

古古澤澤ささんんののアアルルババムム収収録録曲曲のの中中かかららダダンンササーーががおお気気
にに入入りりのの一一曲曲をを選選んんでで独独自自のの振振付付けけでで踊踊りりまますす。。 
社社交交ダダンンススににはは種種目目ががたたくくささんんああるるののでで毎毎回回楽楽ししみみ

でですす。。私私はは録録画画ししてて後後ででゆゆっっくくりり見見てていいまますす。。 

ＢＢＳＳ「「テテレレ東東」」でで全全国国放放送送にに！！ 

毎毎週週、、土土曜曜日日深深夜夜１１時時３３００分分～～ 

「東テレ」番組広報画像より



ワワ
カカ
メメ
がが
髪髪
にに
良良
いい
とと
かか
、、
黒黒
豆豆
がが

髪髪
にに
良良
いい
とと
かか
、、
色色
々々
とと
耳耳
にに
すす
るる
事事

はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
実実
際際
にに
髪髪
にに
良良
いい
食食

べべ
物物
はは
ああ
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

まま
ずず
、、
ワワ
カカ
メメ
やや
黒黒
豆豆
をを
食食
べべ
るる
とと

髪髪
がが
黒黒
くく
なな
るる
よよ
うう
なな
ここ
とと
はは
ああ
りり

まま
せせ
んん
（（
笑笑
））。。 

まま
たた
、、
特特
定定
のの
何何
かか
をを
食食
べべ
たた
かか
らら

とと
言言
っっ
てて
、、
髪髪
のの
毛毛
にに
良良
いい
とと
もも
限限
りり

まま
せせ
んん
。。 

口口
かか
らら
入入
っっ
たた
らら
、、
分分
解解
、、
吸吸
収収
、、

分分
配配
とと
言言
うう
よよ
うう
にに
、、
体体
のの
どど
ここ
にに
分分

配配
ささ
れれ
てて
行行
くく
かか
はは
決決
まま
っっ
てて
まま
せせ

んん
のの
でで
、、
基基
本本
的的
にに
はは
栄栄
養養
ババ
ララ
ンン
スス

をを
考考
ええ
たた
食食
事事
をを
とと
るる
ここ
とと
がが
必必
要要

にに
なな
りり
まま
すす
。。 

髪髪
のの
毛毛
のの
成成
長長
にに
はは
、、
食食
事事
とと
睡睡
眠眠

とと
運運
動動
（（
血血
行行
促促
進進
））
がが
重重
要要
にに
なな
りり

まま
すす
。。 

便便
利利
なな
何何
かか
でで
、、
髪髪
のの
毛毛
がが
変変
わわ
るる

ここ
とと
はは
無無
いい
のの
でで
、、
ババ
ララ
ンン
スス
のの
良良
いい

食食
事事
をを
心心
がが
けけ
まま
しし
ょょ
うう
ねね
。。 

補補
聴聴
器器
はは
なな
ぜぜ
必必
要要
？？ 

 

もも
しし
ああ
なな
たた
がが
難難
聴聴
のの
場場
合合
、、
早早
いい
タタ
イイ
ミミ

ンン
ググ
でで
適適
切切
なな
補補
聴聴
器器
をを
つつ
けけ
るる
とと
、、
いい
ろろ
いい

ろろ
なな
メメ
リリ
ッッ
トト
がが
ああ
るる
。。
とと
いい
うう
おお
話話
をを
今今
月月

はは
しし
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。((
シシ
ババ
ンン
トト
スス
社社
のの

カカ
タタ
ロロ
ググ
・・
資資
料料
よよ
りり
参参
照照))

 

 [[

１１]]

よよ
りり
良良
いい
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
・・
心心

のの
健健
康康
。。
音音
がが
よよ
くく
聞聞
ここ
ええ
るる
よよ
うう
にに
なな
るる
とと

家家
族族
やや
友友
人人
とと
話話
すす
ここ
とと
がが
楽楽
しし
くく
なな
るる
。。
反反

対対
にに
不不
足足
にに
よよ
りり
人人
間間
関関
係係
がが
疎疎
遠遠
にに
もも
なな

りり
がが
ちち
にに
もも
。。 

[[

２２]]

生生
活活
上上
のの
危危
険険
のの
回回
避避
。。
音音
でで
周周
囲囲
のの

状状
況況
をを
把把
握握
しし
危危
険険
をを
未未
然然
にに
防防
ぐぐ
のの
をを
助助

けけ
しし
てて
くく
れれ
るる
。。 

[[

３３]]

良良
いい
刺刺
激激
をを
与与
ええ
るる
。。
聴聴
覚覚
刺刺
激激
をを
増増

やや
すす
ここ
とと
でで
「「
楽楽
しし
いい
」」
「「
嬉嬉
しし
いい
」」
なな
どど
のの

情情
動動
をを
引引
きき
起起
ここ
しし
脳脳
機機
能能
をを
活活
性性
化化
でで
きき

るる
とと
もも
いい
わわ
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす((

ここ
のの
辺辺
りり

のの
点点
はは
専専
門門
医医
をを
受受
診診
しし
ごご
相相
談談
・・
指指
導導
をを
仰仰

いい
でで
くく
だだ
ささ
いい))

。。 

例例
ええ
はは
ごご
本本
人人
がが
気気
付付
いい
てて
いい
なな
いい
ケケ
ーー

スス
。。
そそ
のの
場場
合合
、、
周周
りり
やや
ごご
家家
族族
のの
助助
言言
やや
ササ

ポポ
ーー
トト
のの
力力
もも
当当
然然
必必
要要
とと
なな
っっ
てて
くく
るる
のの

でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

 

ここ
のの
会会
社社
のの
考考
ええ
方方
・・
特特
長長
とと
はは 

世世
界界
初初
、、
ＸＸ
セセ
ンン
ササ
ーー
搭搭
載載
。。
周周
囲囲
３３
６６
００

度度
のの
超超
広広
角角
セセ
ンン
ササ
ーー
とと
使使
用用
者者
のの
動動
きき
をを

感感
知知
モモ
ーー
シシ
ョョ
ンン
セセ
ンン
ササ
ーー((

環環
境境
とと
動動
きき
をを

認認
識識))

のの
両両
方方
をを
備備
ええ
たた
、、「「
いい
つつ
でで
もも
どど
ここ
でで

もも
そそ
のの
場場
にに
適適
しし
たた
音音
をを
おお
届届
けけ
すす
るる
」」
をを
ココ

ンン
セセ
ププ
トト
にに
しし
たた
補補
聴聴
器器
、、
そそ
れれ
がが
エエ
ッッ
クク
スス

シシ
リリ
ーー
ズズ
のの
様様
でで
すす
。。 

            

前前
機機
種種
「「
ＮＮ
ＸＸ
」」
シシ
リリ
ーー
ズズ
とと
比比
べべ
、、
よよ
りり

音音
がが
しし
っっ
かか
りり
耳耳
にに
入入
っっ
てて
くく
るる
、、
とと
いい
っっ
たた

様様
なな
評評
価価
をを
頂頂
きき
まま
すす((

感感
じじ
方方
・・
表表
現現
にに
はは

個個
人人
のの
差差
がが
在在
りり
まま
すす))

。。 

因因
みみ
にに
当当
店店
でで
はは
、、
ごご
自自
宅宅
やや
職職
場場
にに
持持
ちち

帰帰
りり
実実
際際
にに
シシ
ババ
ンン
トト
スス
社社
のの
調調
整整
ささ
れれ
たた

最最
新新
補補
聴聴
器器
をを
評評
価価
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
環環
境境
をを

整整
ええ
てて
いい
まま
すす
。。
ごご
希希
望望
ささ
れれ
るる
方方
はは
ごご
予予
約約

のの
上上
おお
申申
しし
付付
けけ
くく
だだ
ささ
いい
。。 

※※
補補
聴聴
器器
のの
事事
をを
考考
ええ
たた
場場
合合
、、
一一
度度
耳耳
鼻鼻

咽咽
喉喉
科科((

補補
聴聴
器器
相相
談談
医医))

をを
受受
診診((

診診
断断
・・
適適

合合
をを
含含
むむ))

しし
てて
かか
らら
行行
動動
をを
起起
ここ
しし
てて
ほほ
しし

いい
とと
もも
思思
いい
まま
すす((

補補
聴聴
器器
はは
医医
療療
器器
具具
のの

為為))

。。 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

聞聞
ここ
ええ
はは
心心
とと
体体
のの
ビビ
タタ
ミミ
ンン
剤剤 

 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
納納
品品
時時
にに
はは
すす
でで
にに
気気

にに
入入
っっ
てて
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる
状状
態態
をを
作作
っっ
てて
いい
くく
補補

聴聴
器器
１１
番番
館館
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

 

耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
はは
人人
とと
人人
とと
のの
間間
にに
見見
ええ

なな
いい
垣垣
根根
をを
作作
るる
、、
とと
いい
っっ
たた
様様
なな
内内
容容
のの
話話
しし

をを
ああ
のの
ママ
ザザ
ーー
テテ
レレ
ササ
はは
しし
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

耳耳
とと
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
、、
ここ
のの
機機
会会
にに
家家
族族
内内
でで

一一
度度
「「
話話
しし
合合
うう
機機
会会
」」
をを
持持
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

 

前前
号号
のの
私私
のの
「「
顔顔
ジジ
ミミ
治治
療療
」」
のの
件件
にに
つつ
きき
まま

しし
てて
たた
いい
へへ
んん
多多
くく
のの
問問
いい
合合
わわ
せせ
をを
いい
たた
だだ
きき

まま
しし
たた
。。
私私
自自
身身
たた
いい
へへ
んん
驚驚
いい
てて
おお
りり
まま
すす
。。

シシ
ミミ
のの
おお
悩悩
みみ
、、
私私
だだ
けけ
でで
はは
なな
かか
っっ
たた
のの
でで
すす

ねね
ーー 

おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

ささ
てて
今今
月月
はは
補補
聴聴
器器
メメ
ーー
カカ
ーー
ごご
紹紹
介介
のの
２２
社社

目目
、、
シシ
ババ
ンン
トト
スス
社社
でで
すす
。。
旧旧
社社
名名
はは
シシ
ーー
メメ
ンン

スス
でで
すす
。。
みみ
なな
ささ
んん
もも
一一
度度
はは
耳耳
にに
しし
たた
ここ
とと
のの

ああ
るる
社社
名名
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
かか
？？ 

 

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第５７話 髪の毛に良い食べ物とは？

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012 年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018 年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

第第２２２２話話（（番番外外編編）） 何何処処ににいいててもも何何ををししてていいててもも、、最最適適なな音音をを  

・・・・・・・・シシババンントトスス社社 

 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

連連載載 
（（アアッッププデデーートト版版）） 

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@ @ｉｓａ7399

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

田田中中ささんんののおお仕仕事事はは、、おお１１人人おお１１人人がが抱抱

ええるる悩悩みみ事事・・困困りり事事のの解解決決にに向向けけたた考考ええ方方

情情報報のの提提供供ををととててもも大大切切ににししてていいまますす。。 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

ああくくままででももメメーーカカーーがが提提案案すするる

音音質質ととははななりりまますすがが１１００００シシーーンン

をを自自動動対対応応ししてていいるる様様でですす。。 

対対応応機機種種はは 77XX・・55XX・・33XX ととななりり、、

下下位位機機種種 22XX・・11XX ににつついいててはは５５００シシ

ーーンン対対応応ししててききまますす。。※※両両耳耳をを基基

本本ととししてていいまますす。。 

大大切切なな人人ととのの最最期期ののおお別別れれ・・・・・・尊尊厳厳ああるる形形ででおお手手伝伝いいししまますす。。 

北北山山浄浄光光会会館館  

電電話話 ００１１９９－－６６１１３３－－２２８８６６６６ ００１１２２００－－００９９－－２２３３４４３３ 
（（株株））駒駒木木葬葬祭祭 

還還 か
え

っっ
てて
いい
くく
人人
をを  

静静
かか
にに
見見
送送
りり
たた
いい 

従従来来型型のの補補聴聴器器のの動動作作のの

イイメメーージジととししててはは上上記記写写真真

のの様様にに大大ままかかなな２２つつのの環環境境

設設定定がが基基本本ととななっってて動動作作しし

てていいままししたた。。 

そそここでで最最新新ののシシババンントトスス

社社::シシググニニアア補補聴聴器器のの「「XX」」エエ

ッッククススシシリリーーズズでではは周周囲囲３３

６６００度度のの超超広広角角セセンンササーーをを
初初めめてて採採用用ししててききままししたた。。 

「「
（（
株株
））
ララ
イイ
フフ
ココ
ネネ
クク
トト
」」
、、

社社
名名
のの
由由
来来
はは
「「
生生
活活
をを
繋繋

ぐぐ
」」
。。
皆皆
様様
がが
安安
心心
しし
てて
生生
活活
をを

快快
適適
にに
暮暮
らら
せせ
るる
よよ
うう
、、
住住
まま

いい
探探
しし
、、
家家
のの
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
をを

ササ
ポポ
ーー
トト
。。 

まま
たた
「「
命命
をを
繋繋
ぐぐ
」」
とと
いい
うう

意意
味味
合合
いい
もも
ああ
りり
、、
アア
ルル
ミミ
缶缶
、、

本本
、、
雑雑
誌誌
、、
段段
ボボ
ーー
ルル
（（
発発
泡泡

スス
チチ
ロロ
ーー
ルル
付付
・・
不不
可可
））
をを
2244
時時

間間
３３
６６
５５
日日
回回
収収
しし
てて
いい
まま

すす
。。 

ここ
れれ
らら
をを
繰繰
りり
返返
しし
使使
うう
ここ

とと
でで
、、
資資
源源
のの
有有
効効
利利
用用
もも
でで

きき
、、
廃廃
棄棄
物物
減減
量量
化化
にに
貢貢
献献
しし

てて
いい
まま
すす
。。 

ささ
らら
にに
、、
資資
源源
回回
収収
でで
得得
たた

売売
上上
金金
のの
一一
部部
はは
、、
世世
界界
のの
子子

供供
たた
ちち
をを
支支
援援
すす
るる
機機
関関
にに
寄寄

付付
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま

すす
。。
盛盛
岡岡
市市
内内
でで
はは
、、
加加
賀賀
野野

とと
三三
ツツ
割割
でで
「「
もも
りり
のの
資資
源源
集集

積積
所所
」」
とと
しし
てて
リリ
ニニ
ュュ
ーー
アア
ルル
。。 

皆皆
ささ
んん
もも
ぜぜ
ひひ
、、
ゴゴ
ミミ
とと
せせ

ずず
にに
資資
源源
をを
持持
ちち
込込
んん
でで
ＳＳ
ＤＤ

ＧＧ
SS
のの
活活
動動
にに
参参
加加
しし
てて
みみ
まま

せせ
んん
かか
？？ 

※※ 

回回
収収
資資
源源
以以
外外
のの
もも
のの

はは
不不
法法
投投
棄棄
とと
なな
りり
まま
すす
のの

でで
、、
ごご
遠遠
慮慮
願願
いい
まま
すす
。。 

おお
問問
合合
せせ 

（（
株株
））
ララ
イイ
フフ
ココ
ネネ
クク
トト 

 

TTEELL
００
１１
９９
（（
６６
８８
１１
））
１１
７７
１１
７７ 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
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地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、
先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第７７００回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
か つ み

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

突突然然のの記記憶憶障障害害！！ 『『一一過過性性全全健健忘忘』』ににつついいてて 

「「昨昨日日ままでで普普通通だだっったた家家族族がが急急ににおおかかししくくななっったた」」「「つついいささっっきき何何ををししてていいたたかか

覚覚ええてていいなないい」」「「何何度度もも同同じじここととをを聞聞いいててくくるる」」・・・・・・。。 

ここののよよううなな症症状状をを訴訴ええてて外外来来をを受受診診すするる患患者者ささんんやや家家族族ががいいまますす。。 

家家族族はは認認知知症症をを心心配配すするるここととがが多多いいののでですすがが、、突突然然のの記記憶憶障障害害をを起起ここすす「「一一過過性性

全全健健忘忘」」のの可可能能性性ががあありりまますす。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
症症
状状 

何何
のの
前前
触触
れれ
もも
なな
くく
突突
然然
にに
発発
症症
しし
、、「「
前前
向向
性性

健健
忘忘
」」
とと
「「
逆逆
向向
性性
健健
忘忘
」」
のの
両両
方方
がが
起起
きき
まま
すす
がが
、、

主主
なな
症症
状状
はは
前前
者者
でで
、、
後後
者者
はは
軽軽
度度
でで
すす
。。 

突突
然然
、、
新新
しし
いい
記記
憶憶
がが
でで
きき
なな
くく
なな
りり
、、
そそ
のの
後後

のの
行行
動動
やや
出出
来来
事事
がが
覚覚
ええ
らら
れれ
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

まま
たた
、、「「
自自
分分
がが
何何
者者
かか
」」「「
どど
ここ
にに
住住
んん
でで
いい
るる

かか
」」
とと
いい
っっ
たた
記記
憶憶
はは
失失
わわ
れれ
ずず
、、
家家
族族
のの
存存
在在
やや

周周
囲囲
にに
いい
るる
人人
がが
誰誰
かか
もも
認認
識識
でで
きき
まま
すす
がが
、、「「
今今

日日
何何
をを
しし
てて
いい
たた
かか
」」「「
今今
自自
分分
はは
ここ
ここ
でで
何何
をを
しし

てて
いい
るる
のの
かか
」」
なな
どど
がが
分分
かか
らら
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

そそ
のの
たた
めめ
、、
周周
囲囲
のの
人人
かか
らら
状状
況況
をを
いい
くく
らら
説説
明明

ささ
れれ
てて
もも
理理
解解
でで
きき
ずず
、、
自自
分分
のの
置置
かか
れれ
たた
状状
況況
にに

困困
惑惑
しし
、、
何何
度度
もも
同同
じじ
質質
問問
をを
繰繰
りり
返返
すす
のの
がが
特特
徴徴

でで
すす
。。 

具具
体体
的的
にに
はは
、、
つつ
いい
ささ
っっ
きき
まま
でで
普普
通通
にに
しし
てて
いい

たた
人人
がが
、、
突突
然然
「「
今今
、、
私私
はは
何何
をを
しし
てて
いい
るる
のの
かか
？？
」」

「「
今今
日日
はは
何何
月月
何何
日日
かか
？？
」」
とと
周周
囲囲
のの
人人
にに
質質
問問
をを

始始
めめ
まま
すす
。。 

周周
囲囲
のの
人人
がが
「「
どど
うう
しし
たた
のの
？？
今今
日日
はは
○○
月月
○○
日日

でで
しし
ょょ
」」
とと
説説
明明
すす
るる
とと
、、「「
ああ
ああ
、、
そそ
うう
だだ
っっ
けけ
」」

とと
一一
旦旦
はは
納納
得得
すす
るる
もも
のの
のの
、、
数数
分分
後後
にに
はは
「「
何何
月月

何何
日日
かか
？？
」」
とと
同同
じじ
質質
問問
をを
繰繰
りり
返返
しし
、、
何何
度度
教教
ええ

てて
もも
すす
ぐぐ
にに
忘忘
れれ
てて
しし
まま
うう
たた
めめ
、、
周周
囲囲
のの
人人
がが
驚驚

いい
てて
病病
院院
へへ
連連
れれ
てて
来来
るる
ケケ
ーー
スス
がが
多多
いい
でで
すす
。。 

記記
憶憶
障障
害害
がが
続続
くく
のの
はは
平平
均均
77
時時
間間
程程
度度
でで
、、

2244
時時
間間
以以
内内
にに
回回
復復
しし
まま
すす
。。 

たた
だだ
しし
、、
回回
復復
しし
てて
もも
、、
そそ
のの
間間
のの
記記
憶憶
はは
戻戻
りり

まま
せせ
んん
。。 

まま
たた
、、
記記
憶憶
障障
害害
以以
外外
のの
症症
状状
はは
なな
くく
、、
意意
識識
をを

失失
っっ
たた
りり
手手
足足
のの
麻麻
痺痺
やや
シシ
ビビ
レレ
なな
どど
がが
出出
るる
ここ

とと
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

「「一一過過性性全全健健忘忘（（いいっっかかせせいいぜぜんんけけんんぼぼうう））」」ととはは、、 突突然然にに発発症症しし、、「「一一過過性性（（一一時時的的））」」にに

「「健健忘忘（（物物忘忘れれ））」」がが現現れれるる病病気気でですす。。 

「「全全健健忘忘（（ぜぜんんけけんんぼぼうう））」」とといいうう名名称称はは、、新新ししいい出出来来事事をを記記憶憶ででききなないい「「前前向向性性健健忘忘（（ぜぜんん

ここううせせいいけけんんぼぼうう））」」とと、、数数日日前前のの出出来来事事をを思思いい出出せせなないい「「逆逆向向性性健健忘忘（（ぎぎゃゃっっここううせせいいけけんんぼぼ

うう））」」のの両両方方がが起起ききるるここととにに由由来来ししまますす。。 

年年間間にに発発症症すするる人人はは人人口口 1100 万万人人当当たたりり 55 人人〜〜1100 人人程程度度でで、、男男女女差差ははななくく、、5500〜〜6600 歳歳代代のの中中

高高年年にに多多くくみみらられれまますす。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
とと
はは
？？

取扱商品：学校家具･研究施設･実験台、科学分析機器･実験機器、黒板･ｽｸﾘｰﾝ

保健室用品、理科室用品、家庭科・技術室用品、図工室用品など

※※※※  感感感感染染染染症症症症対対対対策策策策用用用用品品品品、、、、衛衛衛衛生生生生用用用用品品品品ををををおおおお探探探探ししししのののの方方方方はははは、、、、どどどどううううぞぞぞぞごごごご相相相相談談談談くくくくだだだだささささいいいい。。。。  

・消毒液・防護用品・除菌掃除用品・健康管理機器・使い捨てエプロン・手袋

・体温計・ハンドソープ・避難所に持参したい衛生セット(ｵﾘｼﾞﾅﾙ)

・加湿器・除菌用機器・換気用サーキュレーター・暖房機器・パーテーション

         土日・夜間のご相談も賜わります。こちらへ⇒⇒

・各種容器類(ｽﾌﾟﾚｰ、ﾐｽﾄﾎﾟﾝﾌﾟ、小分けｼﾞｬｸﾞ)・ペーパータオル類 他

   子子どどももたたちちのの未未来来づづくくりりをを手手ががけけ、、おおかかげげささままでで６６００年年

ぜんけんぼう

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
原原
因因
はは
？？ 

激激
しし
いい
運運
動動
やや
精精
神神
的的
スス
トト
レレ
スス
、、
急急
なな
感感
情情

のの
高高
まま
りり
、、
入入
浴浴
やや
シシ
ャャ
ワワ
ーー
、、
車車
のの
運運
転転
、、
急急

性性
のの
痛痛
みみ
、、
片片
頭頭
痛痛
、、
胃胃
カカ
メメ
ララ
検検
査査
のの
刺刺
激激
なな

どど
をを
きき
っっ
かか
けけ
にに
発発
症症
すす
るる
とと
のの
報報
告告
がが
ああ
りり
まま

すす
がが
、、
確確
かか
なな
見見
解解
はは
得得
らら
れれ
てて
いい
まま
せせ
んん
。。 

発発
症症
のの
仕仕
組組
みみ
もも
、、
記記
憶憶
をを
司司
るる
脳脳
のの
「「
海海
馬馬

（（
かか
いい
ばば
））
」」
とと
いい
うう
部部
分分
のの
虚虚
血血
、、
静静
脈脈
のの
うう
っっ

血血
、、
代代
謝謝
障障
害害
なな
どど
がが
推推
測測
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
がが
、、

結結
論論
はは
出出
てて
いい
まま
せせ
んん
。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
検検
査査
とと
診診
断断 

症症
状状
にに
基基
づづ
いい
てて
診診
断断
ささ
れれ
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
脳脳
梗梗
塞塞
やや
脳脳
腫腫
瘍瘍
、、
てて
んん
かか
んん
なな
どど

でで
似似
たた
よよ
うう
なな
症症
状状
をを
呈呈
すす
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま

すす
。。 そそ

のの
たた
めめ
、、
一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
がが
疑疑
わわ
れれ
たた
場場
合合
、、

まま
ずず
脳脳
梗梗
塞塞
やや
脳脳
腫腫
瘍瘍
、、
てて
んん
かか
んん
なな
どど
他他
のの
病病

気気
にに
よよ
るる
症症
状状
でで
なな
いい
かか
をを
確確
かか
めめ
るる
たた
めめ
、、
頭頭

部部
ＭＭ
ＲＲ
ＩＩ
検検
査査
やや
脳脳
波波
検検
査査
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
場場
合合
はは
、、
ここ
れれ
らら
のの
検検
査査
でで

異異
常常
がが
見見
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
治治
療療 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
とと
診診
断断
ささ
れれ
たた
場場
合合
はは
、、
2244
時時

間間
以以
内内
にに
自自
然然
にに
回回
復復
すす
るる
ここ
とと
がが
見見
込込
まま
れれ
るる

たた
めめ
、、
通通
常常
はは
特特
にに
治治
療療
のの
必必
要要
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん

がが
、、
入入
院院
しし
てて
経経
過過
をを
観観
察察
すす
るる
場場
合合
もも
ああ
りり
まま

すす
。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
のの
予予
後後 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
はは
、、
ああ
るる
日日
突突
然然
、、
何何
のの
前前
触触

れれ
もも
なな
くく
記記
憶憶
障障
害害
がが
起起
ここ
るる
たた
めめ
、、
周周
囲囲
のの
方方

もも
、、
突突
然然
認認
知知
症症
にに
なな
っっ
たた
のの
でで
はは
とと
相相
当当
にに
不不

安安
やや
パパ
ニニ
ッッ
クク
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
予予
後後
はは
良良
好好
でで
後後
遺遺
症症
もも
なな
くく
2244
時時

間間
以以
内内
にに
回回
復復
しし
、、
再再
発発
すす
るる
ここ
とと
もも
殆殆
どど
なな
いい

のの
でで
、、
一一
度度
治治
れれ
ばば
そそ
れれ
ほほ
どど
心心
配配
すす
るる
心心
配配
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

まま
たた
、、
ここ
れれ
がが
きき
っっ
かか
けけ
でで
認認
知知
症症
にに
なな
るる
ここ

とと
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

一一
過過
性性
全全
健健
忘忘
はは
「「
記記
憶憶
障障
害害
のの
みみ
をを
呈呈
すす
るる
」」

事事
がが
重重
要要
でで
すす
。。 

もも
しし
、、
そそ
のの
他他
のの
神神
経経
症症
状状
（（
手手
足足
のの
麻麻
痺痺
やや

シシ
ビビ
レレ
、、
ろろ
れれ
つつ
がが
回回
らら
ずず
言言
葉葉
がが
上上
手手
くく
話話
せせ

なな
いい
なな
どど
））
をを
伴伴
っっ
てて
いい
るる
場場
合合
はは
、、
脳脳
梗梗
塞塞
なな

どど
のの
危危
険険
なな
病病
気気
のの
可可
能能
性性
がが
高高
くく
、、
すす
ぐぐ
にに
救救

急急
病病
院院
をを
受受
診診
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそのの他他のの神神経経症症状状（（手手足足のの麻麻痺痺ややシシビビレレ、、ろろれれつつがが回回ららずず

言言葉葉がが上上手手くく話話せせなないいななどど））をを伴伴っってていいるる場場合合はは、、脳脳梗梗塞塞なな

どどのの危危険険なな病病気気のの可可能能性性がが高高いいののでで、、受受診診ししままししょょうう。。 

街街でで見見つつけけたた新新鮮鮮なな話話題題 

第 16 回

HHIILLLLSS NNEEWWSS
ヒヒルルズズ・・ニニュューースス 

「「子子猫猫のの里里親親」」ににななっっててくくだだささるる方方をを探探ししてていいまますす、、 
とと補補聴聴器器１１番番館館のの田田中中ささんんかからら、、連連絡絡ががあありりままししたた（（編編集集室室））。。 

里里
親親
にに
なな
っっ
てて 

可可
愛愛
がが
っっ
てて 

いい
たた
だだ
けけ
まま
せせ
んん
かか
？？ 

高高松松のの池池でで一一人人でで頑頑張張っってて生生ききてていいるる男男のの子子でですす。。 

１１歳歳くくららいいでで毛毛づづややももいいいいでですす。。人人慣慣れれししてていいまますす。。 

冬冬がが来来るる前前ににななんんととかか暖暖かかいい家家にに入入れれててああげげたたいいでですす。。 

連連絡絡先先 001199--666611－－33338811（（補補聴聴器器１１番番館館 田田中中ままでで）） 

ははりり灸灸 ささささきき 

訪訪問問鍼鍼灸灸  佐佐々々木木正正人人  

往往診診ででききまますす。。不不定定休休でですす。。 

休休日日・・夜夜間間ににつついいててはは、、ごご相相談談くくだだささいい。。 

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

診診察察日日時時はは電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。



「「
今今
年年
のの
漢漢
字字
」」
家家
電電
編編
～～
『『
転転
』』
でで
すす
ーー 

年年
末末
恒恒
例例
とと
なな
っっ
たた
、、『『
今今
年年
のの
漢漢
字字
』』
。。 

勝勝
手手
にに
考考
ええ
たた
、、
今今
年年
のの
家家
電電
のの
一一
文文
字字
はは
、、

『『
転転
』』
。。
発発
想想
のの
転転
換換
とと
かか
、、
災災
いい
転転
じじ
てて
・・
・・
・・

のの
よよ
うう
なな
感感
じじ
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。
““
ココ
ロロ
ナナ
””
でで
、、
大大

なな
りり
小小
なな
りり
変変
化化
しし
たた
生生
活活
スス
タタ
イイ
ルル
もも
、、
２２
年年
続続

くく
とと
馴馴
染染
んん
でで
きき
たた
感感
ささ
ええ
しし
まま
すす
。。 

おお
うう
ちち
時時
間間
がが
増増
ええ
、、
テテ
レレ
ワワ
ーー
クク
やや
らら
オオ
ンン
ララ

イイ
ンン
〇〇
〇〇
なな
どど
もも
日日
常常
化化
。。
学学
生生
ささ
んん
にに
、、
『『
学学
校校

はは
？？
』』
とと
聞聞
くく
とと
『『
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
授授
業業
』』
とと
、、
当当
たた

りり
前前
にに
返返
事事
がが
きき
まま
すす
。。 

そそ
んん
なな
変変
化化
にに
呼呼
応応
しし
てて
かか
、、
家家
電電
もも
気気
にに
なな
るる

新新
製製
品品
がが
続続
いい
たた
年年
だだ
っっ
たた
なな
～～
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

新新
発発
想想
のの
物物
やや
、、
新新
たた
なな
視視
点点
でで
生生
まま
れれ
変変
わわ
っっ

たた
物物
なな
どど
、、
ここ
のの
ココ
ララ
ムム
でで
もも
ごご
紹紹
介介
しし
てて
きき
まま
しし

たた
。。
そそ
しし
てて
そそ
のの
流流
れれ
はは
、、
家家
電電
をを
代代
表表
すす
るる
テテ
レレ

ビビ
にに
もも
及及
んん
でで
いい
まま
すす
。。 

長長
年年
リリ
ビビ
ンン
ググ
のの
好好
位位
置置
をを
キキ
ーー
ププ
しし
てて
、、
ずず
っっ

とと
注注
目目
をを
集集
めめ
続続
けけ
てて
きき
たた
栄栄
光光
のの
日日
々々
。。
何何
のの
疑疑

いい
もも
なな
くく
鎮鎮
座座
しし
てて
きき
たた
ああ
のの
テテ
レレ
ビビ
台台
かか
らら
、、
つつ

いい
にに
追追
わわ
れれ
よよ
うう
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

「「
動動
かか
せせ
るる
」」
大大
型型
テテ
レレ
ビビ
のの
出出
現現 

なな
～～
んん
てて
、、
穏穏
やや
かか
でで
なな
いい
話話
にに
聞聞
ここ
ええ
まま
すす
がが
、、

実実
はは
ユユ
ニニ
ーー
クク
なな
テテ
レレ
ビビ
がが
誕誕
生生
しし
たた
のの
でで
すす
。。 

 

ここ
れれ
まま
でで
、、
部部
屋屋
かか
らら
部部
屋屋
へへ
とと
持持
ちち
運運
べべ
るる
テテ

レレ
ビビ
とと
言言
ええ
ばば
、、
モモ
ニニ
タタ
ーー
とと
チチ
ュュ
ーー
ナナ
ーー
部部
がが
分分

かか
れれ
てて
いい
てて
、、
無無
線線
でで
接接
続続
すす
るる
1155
型型
程程
度度
のの
小小
型型

のの
もも
のの
でで
しし
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
ここ
れれ
がが
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
大大

きき
めめ
4433
型型
テテ
レレ
ビビ
へへ
とと
『『
転転
』』
じじ
まま
しし
たた
。。
たた
だだ
、、

ささ
すす
がが
にに
持持
ちち
運運
ぶぶ
にに
はは
大大
きき
いい
たた
めめ
、、
ココ
ロロ
ココ
ロロ

とと
動動
かか
しし
てて
のの
移移
動動
でで
すす
。。 

テテ
レレ
ビビ
をを
支支
ええ
るる
シシ
ンン
ププ
ルル
スス
タタ
ンン
ドド
にに
、、
目目
立立

たた
なな
いい
よよ
うう
にに
キキ
ャャ
スス
タタ
ーー
がが
付付
いい
てて
いい
るる
のの
でで
、、

もも
はは
やや
テテ
レレ
ビビ
台台
いい
らら
ずず
なな
んん
でで
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
考考
ええ
てて
もも
みみ
なな
かか
っっ
たた
、、
動動
かか
せせ
るる
大大

型型
テテ
レレ
ビビ
のの
出出
現現
はは
、、
まま
ささ
にに
発発
想想
のの
転転
換換
でで
、、
使使

いい
方方
もも
様様
々々
でで
すす
。。 

たた
とと
ええ
ばば
、、
テテ
レレ
ビビ
をを
見見
なな
がが
らら
フフ
ィィ
ッッ
トト
ネネ
スス
。。

テテ
レレ
ビビ
をを
移移
動動
すす
れれ
ばば
、、
体体
をを
のの
びび
のの
びび
動動
かか
すす
スス

ペペ
ーー
スス
がが
広広
がが
りり
まま
すす
。。
次次
にに
キキ
ッッ
チチ
ンン
へへ
動動
かか
せせ

ばば
、、
録録
画画
しし
たた
レレ
シシ
ピピ
をを
見見
なな
がが
らら
のの
おお
料料
理理
にに
活活

用用
でで
きき
まま
すす
。。 

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
のの
長長
期期
化化
がが
懸懸

念念
ささ
れれ
てて
おお
りり
、、
日日
常常
的的
にに
手手
指指
のの
消消
毒毒
がが
行行
わわ
れれ

てて
おお
りり
まま
すす
。。 

そそ
のの
中中
でで
少少
しし
でで
もも
人人
のの
心心
をを
和和
まま
せせ
るる
よよ
うう

なな
、、
岩岩
手手
なな
らら
でで
はは
のの
素素
材材
（（
スス
ギギ
））
をを
使使
っっ
たた
「「
消消

毒毒
液液
スス
タタ
ンン
ドド
」」
をを
企企
画画
しし
まま
しし
たた
。。 

二二
〇〇
二二
一一
年年
度度
のの
岩岩
手手
県県
のの
特特
産産
品品
ココ
ンン
クク
ーー

ルル
でで
準準
ググ
ララ
ンン
ププ
リリ
をを
受受
賞賞
しし
まま
しし
たた
。。

オオ
フフ
ィィ
スス
、、
病病
院院
、、
店店
舗舗
、、
公公
共共
施施
設設
、、

老老
人人
保保
健健
施施
設設
、、
学学
校校
、、
幼幼
稚稚
園園
、、
保保
育育
園園

なな
どど
でで
ごご
活活
用用
いい
たた
だだ
けけ
まま
すす
。。 

足足
踏踏
みみ
式式
なな
のの
でで
容容
器器
ポポ
ンン
ププ
にに
触触
れれ
るる

ここ
とと
なな
くく
使使
用用
でで
きき
まま
すす
。。
容容
器器
ササ
イイ
ズズ
にに

合合
わわ
せせ
てて
高高
ささ
のの
調調
整整
もも
可可
能能
でで
すす
。。 

電電
源源
をを
使使
わわ
ずず
、、
軽軽
量量
でで
すす
のの
でで
設設
置置
場場

所所
をを
選選
びび
まま
せせ
んん
。。 

意意
訳訳
・・
・・
・・ 

知知
はは
分分
かか
らら
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
止止
まま

っっ
てて
いい
るる
のの
がが
最最
高高
でで
、、
そそ
れれ
はは
「「
葆葆

光光((

絶絶
対対
のの
知知
恵恵))

」」
なな
のの
だだ
・・
・・
・・
。。 

「「
葆葆
光光
（（
ほほ
うう
ここ
うう
））
」」
はは
古古
代代
中中

国国
のの
思思
想想
家家
・・
莊莊
子子
のの
文文
章章
にに
頻頻
繁繁
にに

登登
場場
しし
まま
すす
。。
莊莊
子子
はは
漆漆
園園
をを
管管
理理
すす

るる
役役
人人
でで
しし
たた
。。

木木
のの
温温
かか
みみ
をを
感感
じじ
ささ
せせ
るる
デデ
ザザ
イイ
ンン
がが

特特
徴徴
でで
すす
。。
組組
立立
不不
要要
でで
すす
ぐぐ
にに
使使
用用
でで
きき
まま

すす
。。 市市

販販
のの
除除
菌菌
ジジ
ェェ
ルル
やや
アア
ルル
ココ
ーー
ルル
なな
どど
、、

容容
器器
にに
触触
れれ
ずず
にに
使使
用用
でで
きき
るる
足足
踏踏
みみ
式式
のの

スス
タタ
ンン
ドド
でで
すす
。。 

容容
器器
ササ
イイ
ズズ
にに
よよ
りり
高高
ささ
をを
調調
整整
可可
能能
でで
、、

一一
般般
用用
とと
子子
どど
もも
用用
をを
ごご
用用
意意
。。 

第第 1199 話話  WWiinnddoowwss 1111 つついいにに登登場場！！ 

ししばばららくく様様子子をを見見ててかからら、、アアッッププググレレーードドししままししょょうう！！  

 

   

パパソソココン 人に聞けない 話題題 ン 人に聞けない 話

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいですよね。

上田にある「柿沢電器」さんのご協力により、家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

家電の賢い使い方

伝授します。

上田で電器店を経営され、家電の体験教室も
開催されています。盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   

第５１回 大大型型テテレレビビ、、下下かからら見見るるかか？？横横かからら見見るるかか？？  

パパソソココンンとと接接続続すすれればば、、オオンンラライインン会会議議はは大大
画画面面でで見見ややすすくくななるるしし、、たたままにに趣趣味味にに使使いいたたいい
時時もも、、おお部部屋屋ののレレイイアアウウトト変変更更がが気気軽軽ににででききまま
すす。。 
地地デデジジやや４４ＫＫ放放送送（（業業界界初初のの４４ＫＫ放放送送のの無無線線

伝伝送送））、、ネネッットト動動画画やや番番組組録録画画ななどど、、ももととももとと高高
性性能能ななテテレレビビをを簡簡単単にに動動かかせせるるここととでで、、いいつつもも
とと違違うう新新鮮鮮なな視視野野がが生生ままれれ、、ヒヒトトははちちょょっっととしし
たた席席替替ええ気気分分。。おお部部屋屋使使いいののアアイイデデアアがが広広ががりり
まますす。。 
今今だだかからら誕誕生生ししてて、、今今だだかからら受受けけ入入れれらられれたた、、

そそのの名名もも『『レレイイアアウウトトフフリリーーテテレレビビ』』。。VVGGPP22002222
（（国国内内最最大大級級ののオオーーデディィオオビビジジュュアアルルアアワワーー
ドド））でで、、ココンンセセププトト大大賞賞ほほかか四四冠冠受受賞賞ししたた実実力力
にに、、乞乞ううごご期期待待でですす！！ 

レレイイアアウウトトフフリリーー 

テテレレビビ 

WWiinnddoowwss「「1111」」 大大ききくく変変わわっったたととこころろ 
起起動動ししてて一一番番初初めめにに目目をを引引くくののががデデススククトトッッププのの

画画面面、、特特ににタタススククババーーののああたたりりでですす。。今今ままでで左左下下にに

ああっったたススタターートトボボタタンンととススタターートトメメニニュューーがが画画面面中中

央央にに。。 

･･････ここのの衝衝撃撃はは、、WWiinnddoowwss88 のの全全画画面面メメニニュューーをを彷彷彿彿

ささせせるる物物ががあありりままししたた。。 

ちちななみみにに設設定定ででススタターートトボボタタンンをを従従来来通通りり左左にに置置

くくここととははででききるるよよううでですす！！ 

「葆光（ほうこう）」とは、「ほのかに内に秘めた光」

のこと。漆器の艶のような奥ゆかしい光です。

（株）浄法寺漆産業の松沢社長さんにお願いして、漆

の「葆光」をエッセーにして発信します（編集室）。

下下記記かかららおお申申しし込込みみくくだだささいい。。 

hhttttpp::////wwwwww..jjaappaannjjoobboojjii..ccoomm// 

pprroodduuccttss//ssttaanndd..hhttmmll 

第第３３話話 消消毒毒液液ススタタンンドド 

住住宅宅型型有有料料老老人人ホホーームム  
ココミミュュニニテティィーーハハウウススめめぐぐみみ 

松園 2丁目 3-27（北銀さん隣り）

おお気気軽軽ににおお電電話話くくだだささいい♪♪ 

℡ 665-2855

社員登用制度あり/各種保険完備/資格手当（介護福祉士）10,000 円

勤務日数に応じて特別手当有り 5,000 円～

昇給制度あり（年 1度）

一一緒緒にに働働ききまませせんんかか？？ 

仮仮眠眠３３ＨＨ 仮仮眠眠室室有有りり

有料老人ホーム内での介護業務全般、

日常生活のお手伝いをしていただきます。

夜夜勤勤専専従従 月月 1100 日日程程度度 

1166：：0000～～翌翌 99：：0000  1155,,000000 円円～～//１１回回

（株）浄法寺漆産業は
下記に移転しました。
盛岡市北飯岡一丁目 9-2 C1

便便りり 
ほ う こ う あ ん

連載

皆さんこんにちは！YES パソコン学院の江見です。

今年も残すところあと 1 ヵ月！2021 年は皆さんどんな年になりましたか？
コロナの影響で様々なイベント行事が自粛されなかなか、季節感を感じられぬまま

過ぎ去った年でしたね。そんな中、高松で上がったサプライズの花火や小規模開催し

た祭りごと・子供の行事はとても印象深かったです。

さて、ここ最近、新しい Windows がリリースされました！その名も「Windows11」
その前が「Windows10」なのでなんか分かりやすいですね。

今回はそんな Windows11 を、ちょこっとご紹介します！

江江見見
え み

 真真 一一
まさかず

先先生生 

右右ククリリッッククももちちょょっっとと簡簡略略化化 
右右ククリリッッククでで出出ててくくるるササブブメメニニュューーもも少少しし簡簡

略略化化ししままししたた！！ 

今今ままでで全全部部表表示示さされれてていいたた物物がが、、一一部部だだけけ表表示示

さされれるるよよううににななりり、、下下部部ののボボタタンンでで展展開開すするるこことと

でで全全てて表表示示さされれるるよよううににななりりままししたた。。 

今今おお使使いいののパパソソココンンををアアッッププググレレーードドすするるとときき 
ここのの WWiinnddoowwss1111 でですすがが、、比比較較的的新新ししいいパパソソココンンででああれればば、、今今おお使使いいのの物物をを無無償償アアッッププググレレ

ーードドすするるここととががででききまますす。。 

WWiinnddoowwss アアッッププデデーートトのの画画面面かからら確確認認すするるここととががででききまますすがが、、求求めめらられれるるパパソソココンンのの要要件件

がが割割とと高高くく、、初初期期のの WWiinnddoowwss1100 パパソソココンンやや WWiinnddoowwss77 やや 88 かかららののアアッッププググレレーードドははかかななりり難難しし

いいでですす。。頑頑張張っっててででききたたととししててもも動動作作にに不不安安ががあありりまますす。。 

そそれれとと新新ししいいＯＯＳＳがが出出たた後後はは不不具具合合ななどどももああるるののでで、、ししばばららくく様様子子をを見見てて安安定定ししてて来来たたああ

たたりりででアアッッププググレレーードドすするるここととををおおすすすすめめししまますす。。 

パパソソココンンののノノウウハハウウをを伝伝授授ししまますす！！ 連載



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

スススススステテテテテテキキキキキキなななななな文文文文文文具具具具具具      

 
（７）（７）

第第 55 回回 

葬葬儀儀のの執執りり行行いい

連連
載載 

葬祭事業で地域貢献している

駒木葬祭さんにお願いして「終

活のススメ」のエッセーを連載

します。（編集室）

還還か
え

るる
前前
のの

「「「「
終終終終
活活活活
」」」」

終終
活活
エエ
ッッ
セセ
ーー 

今どきの教育事情について「個別指導アクシス緑が丘校」の水野健太先生と
吉田航先生に綴っていただきます。（編集室）

第第 66 回回 

国国立立大大学学にに合合格格！！

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 ククイイズズｄｄｅｅププレレゼゼンントト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「ククイイズズのの答答ええ・・・・・・・・」」とと記記載載。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 44 年年 11 月月 55 日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088 番番地地 3311  ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 
前前号号のの正正解解はは 

「「ココンンセセンントト」」ででししたた。。 （（ヒヒンントト））綴綴じじるるとときき・・・・・・ 

22002222 年年 カカレレンンダダーー
ぐぐるるみみ 

終終
活活
をを
進進
めめ
てて
いい
くく
とと
きき
にに
重重
要要
なな
葬葬
儀儀
。。 

葬葬
儀儀
にに
はは
様様
々々
なな
ここ
とと
をを
決決
めめ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな

りり
まま
せせ
んん
。。
先先
ずず
、、
大大
事事
なな
事事
はは
喪喪
主主
をを
誰誰
にに
すす
るる
かか
でで

すす
。。
喪喪
主主
はは
葬葬
儀儀
をを
滞滞
りり
なな
くく
執執
りり
行行
いい
会会
葬葬
者者
やや
おお
寺寺

のの
ごご
住住
職職
にに
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
をを
おお
伝伝
ええ
しし
、、
まま
たた
日日
程程
やや

葬葬
儀儀
のの
予予
算算
なな
どど
決決
めめ
てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
まま
せせ
んん
。。

家家
族族
をを
亡亡
くく
しし
たた
ばば
かか
りり
でで
葬葬
儀儀
のの
準準
備備
をを
進進
めめ
てて
いい

くく
のの
はは
とと
てて
もも
大大
変変
なな
事事
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
喪喪
主主
はは
故故
人人
がが
生生
前前
中中
おお
世世
話話
にに
なな
っっ
たた
方方
々々

にに
、、
ここ
れれ
まま
でで
のの
感感
謝謝
をを
おお
伝伝
ええ
すす
るる
役役
割割
もも
ああ
りり
まま

すす
。。 故故

人人
のの
長長
いい
人人
生生
のの
中中
でで
多多
くく
のの
方方
々々
とと
のの
様様
々々
なな

交交
流流
がが
ああ
っっ
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
時時
にに
はは
、、
支支
ええ
らら
れれ
助助
けけ

てて
もも
らら
いい
、、
時時
にに
はは
誰誰
かか
のの
支支
ええ
とと
なな
りり
助助
けけ
とと
なな
っっ
てて

きき
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
共共
にに
笑笑
いい
、、
共共
にに
泣泣
いい
たた
友友
人人
。。
時時

にに
励励
まま
しし
時時
にに
叱叱
咤咤
しし
てて
くく
れれ
たた
恩恩
師師
。。
沢沢
山山
のの
方方
々々
とと

のの
交交
流流
のの
積積
みみ
重重
ねね
がが
故故
人人
のの
歴歴
史史
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
とと

思思
いい
まま
すす
。。
そそ
のの
方方
々々
もも
、、
最最
後後
のの
おお
別別
れれ
をを
しし
たた
いい
とと

思思
っっ
てて
いい
るる
はは
ずず
でで
すす
。。
ごご
会会
葬葬
にに
来来
らら
れれ
たた
方方
々々
のの
おお

話話
をを
おお
聞聞
きき
しし
、、
家家
族族
のの
知知
らら
なな
かか
っっ
たた
一一
面面
をを
知知
るる
ここ

とと
がが
出出
来来
てて
とと
てて
もも
嬉嬉
しし
かか
っっ
たた
とと
話話
すす
遺遺
族族
のの
方方
もも

いい
らら
っっ
しし
ゃゃ
いい
まま
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
多多
くく
のの
故故
人人
様様
がが
、、
当当
会会
館館
にに
おお
入入
りり
にに
なな

りり
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
方方
々々
のの
おお
顔顔
をを
拝拝
見見
しし
たた
時時
、、
皆皆
ささ
まま

とと
てて
もも
穏穏
やや
かか
なな
おお
顔顔
にに
見見
ええ
まま
すす
。。
ここ
れれ
まま
でで
のの
様様
々々

なな
思思
いい
やや
経経
験験
がが
おお
顔顔
にに
現現
れれ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
感感
じじ
まま

すす
。。 時時

節節
柄柄
もも
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
がが
、、
家家
族族
のの
みみ
のの
葬葬
儀儀
がが

増増
ええ
てて
いい
るる
よよ
うう
にに
思思
いい
まま
すす
。。 

個個
人人
的的
にに
はは
皆皆
ささ
んん
にに
ごご
会会
葬葬
いい
たた
だだ
きき
直直
接接
おお
話話

をを
おお
伺伺
いい
すす
るる
事事
をを
おお
スス
スス
メメ
しし
まま
すす
。。
まま
たた
、、
家家
族族
のの

みみ
のの
葬葬
儀儀
にに
しし
まま
すす
とと
最最
後後
にに
おお
別別
れれ
をを
しし
たた
かか
っっ
たた

方方
々々
がが
ごご
自自
宅宅
にに
訪訪
問問
しし
てて
しし
まま
うう
のの
でで
葬葬
儀儀
がが
終終
わわ

っっ
てて
かか
らら
もも
休休
まま
らら
なな
いい
。。
故故
人人
をを
ゆゆ
っっ
くく
りり
偲偲
ぶぶ
事事
がが

難難
しし
いい
とと
よよ
くく
聞聞
きき
まま
すす
。。 

実実
際際
にに
離離
れれ
てて
暮暮
らら
しし
てて
いい
たた
たた
めめ
故故
人人
のの
交交
友友
関関

係係
がが
分分
かか
らら
なな
くく
てて
困困
っっ
たた
とと
話話
すす
喪喪
主主
のの
方方
もも
多多
くく

いい
まま
すす
。。
家家
族族
のの
たた
めめ
にに
もも
葬葬
儀儀
のの
大大
・・
小小
にに
関関
わわ
らら
ずず

皆皆
ささ
まま
にに
ごご
会会
葬葬
いい
たた
だだ
きき
故故
人人
をを
皆皆
ささ
まま
とと
共共
にに
偲偲

んん
でで
いい
くく
ここ
とと
がが
良良
いい
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

自自
分分
自自
身身
がが
亡亡
くく
なな
っっ
たた
時時
にに
知知
らら
せせ
てて
欲欲
しし
いい
方方
、、

見見
送送
っっ
てて
もも
らら
いい
たた
いい
方方
、、
をを
リリ
スス
トト
アア
ッッ
ププ
しし
てて
家家
族族

にに
伝伝
ええ
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
大大
切切
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

（（
終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
・・
馬馬
場場
ミミ
ツツ
子子
））

見見たたここととなないい文文具具、、ああるるんんでですすよよ！！ 

連載

可愛い文具、

今のトレンドです。

東東山山堂堂 
ささんん 

←←松松園園・・桜桜台台 上上田田・・本本町町→→ 
ジジョョイイスス 
ささんん 

ＰＰ 

山山
岸岸
へへ 

緑緑
がが
丘丘
へへ 

新新春春 ププレレゼゼンントト  
「「くくままががいい文文具具」」（（三三ツツ割割５５丁丁目目１１７７－－３３））ささんんにに 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 

新新新新春春春春  ププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト！！！！ 
応応募募先先ははここちちららでですす。。 

別別ハハガガキキにに、、「「ははににささっっくく希希望望」」とと

記記載載ししてて応応募募くくだだささいい。。 

抽抽選選でで、、２２名名様様にに！！ 

第第 99 回回  ははににささっっくく
ユユーーモモアアああふふれれるる文文具具でですす。。 

埴埴輪輪がが、、親親ししみみああるる文文具具にに変変身身ししままししたた。。 

突突起起ががああるるののでで 

ししっっかかりりキキャャッッチチ。。 

指指にに付付けけてて書書類類整整理理にに役役立立つつ。。 

机机にに置置くくだだけけででもも、、可可愛愛いい。。 

指指ササッックク、、 

書書類類整整理理にに 

必必須須でですすねね。。 

きき
っっ
とと
大大
学学
側側
はは
彼彼
のの
そそ
うう
いい
っっ
たた
人人
間間

性性
をを
判判
断断
しし
てて
、、「「
合合
格格
」」
とと
しし
たた
のの
でで
しし
ょょ

うう
。。 

 

とと
、、
ここ
ここ
まま
でで
書書
いい
てて
今今
回回
のの
ココ
ララ
ムム
をを

終終
ええ
よよ
うう
とと
思思
っっ
たた
矢矢
先先
にに
、、
もも
うう
一一
人人
、、

国国
立立
大大
学学
合合
格格
のの
報報
がが
入入
りり
まま
しし
たた
！！ 

 
 

ここ
ちち
らら
のの
生生
徒徒
はは
高高
校校
入入
試試
にに
備備
ええ
てて
中中

学学
２２
年年
のの
冬冬
かか
らら
通通
塾塾
しし
、、
高高
校校
合合
格格
後後
はは

高高
校校
のの
特特
性性
をを
活活
かか
しし
てて
推推
薦薦
でで
国国
公公
立立
大大

学学
にに
進進
学学
すす
るる
ここ
とと
をを
目目
標標
にに
、、
高高
校校
１１
年年

のの
４４
月月
かか
らら
計計
画画
的的
にに
頑頑
張張
っっ
てて
きき
まま
しし

たた
。。
私私
のの
方方
でで
はは
「「
推推
薦薦
でで
進進
学学
すす
るる
たた
めめ

にに
はは
ここ
うう
しし
たた
らら
いい
いい
よよ
」」
とと
口口
でで
はは
簡簡
単単

にに
アア
ドド
ババ
イイ
スス
でで
きき
まま
すす
がが
、、
実実
際際
にに
取取
りり

組組
むむ
方方
はは
大大
変変
だだ
っっ
たた
とと
思思
いい
まま
すす
。。
本本
当当

にに
よよ
くく
やや
りり
遂遂
げげ
まま
しし
たた
。。 

 

ここ
のの
生生
徒徒
もも
まま
たた
共共
通通
テテ
スス
トト
にに
向向
けけ
てて

取取
りり
組組
むむ
ここ
とと
をを
決決
めめ
、、
合合
格格
のの
報報
告告
にに
来来

たた
足足
でで
そそ
のの
まま
まま
席席
にに
着着
きき
、、
いい
つつ
もも
通通
りり

授授
業業
をを
受受
けけ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

傍傍
かか
らら
見見
てて
いい
るる
とと
、、「「
早早
くく
決決
まま
っっ
たた
かか

らら
楽楽
でで
きき
るる
ねね
」」
とと
かか
、、「「
受受
験験
勉勉
強強
しし
なな
くく

てて
済済
むむ
のの
かか
ぁぁ
」」
とと
うう
らら
やや
まま
しし
がが
らら
れれ
たた

りり
、、
場場
合合
にに
よよ
っっ
てて
はは
妬妬
まま
れれ
たた
りり
すす
るる
ここ

とと
がが
ああ
るる
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、「「
合合
格格
」」
にに

至至
るる
まま
でで
にに
はは
、、
人人
のの
目目
にに
触触
れれ
なな
いい
とと
ここ

ろろ
でで
必必
ずず
努努
力力
しし
てて
いい
るる
もも
のの
でで
すす
。。 

今今
回回
のの
ここ
のの
二二
人人
のの
結結
果果
はは
、、
困困
難難
をを
物物

とと
もも
せせ
ずず
真真
摯摯
にに
取取
りり
組組
むむ
姿姿
勢勢
とと
、、
ここ
れれ

まま
でで
十十
数数
年年
間間
でで
培培
わわ
れれ
たた
人人
柄柄
がが
勝勝
ちち
取取

っっ
たた
もも
のの
でで
すす
。。
自自
信信
をを
持持
っっ
てて
次次
のの
一一
歩歩

をを
踏踏
みみ
出出
しし
てて
欲欲
しし
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

 
 

 
「「
よよ
しし
、、
やや
っっ
とと
原原
稿稿
をを
書書
きき
終終
ええ
たた
」」

とと
思思
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
にに
、、
まま
たた
一一
人人
合合
格格
のの
報報

がが
！！ 

 
 

ＴＴ
君君
、、
ＨＨ
ささ
んん
、、
ＨＨ
君君
、、
志志
望望
校校
合合
格格
おお

めめ
でで
とと
うう
！！
ここ
れれ
かか
らら
どど
のの
よよ
うう
なな
人人
生生
をを

歩歩
んん
でで
いい
くく
のの
かか
非非
常常
にに
楽楽
しし
みみ
にに
しし
てて
いい

まま
すす
！！ 

 

ここ
ここ
のの
原原
稿稿
をを
1111
月月
半半
ばば
にに
書書
いい
てて
おお

りり
まま
すす
のの
でで
、、
皆皆
様様
のの
おお
手手
元元
にに
届届
くく
頃頃

にに
はは
少少
しし
前前
のの
話話
とと
なな
りり
まま
すす
がが
・・
・・
・・

今今
年年
一一
人人
目目
のの
国国
立立
大大
学学
合合
格格
者者
がが
出出
まま

しし
たた
！！ 

 
 

思思
いい
返返
しし
まま
すす
とと
、、
高高
校校
のの
勉勉
強強
のの
進進

度度
（（
深深
度度
））
のの
大大
変変
ささ
にに
気気
づづ
いい
てて
通通
塾塾

をを
始始
めめ
たた
のの
がが
高高
校校
１１
年年
生生
のの
５５
月月
。。
ああ

れれ
かか
らら
早早
２２
年年
とと
半半
年年
。。
親親
元元
をを
離離
れれ
たた

下下
宿宿
生生
活活
とと
いい
うう
環環
境境
でで
、、
まま
たた
、、
野野
球球

部部
のの
ハハ
ーー
ドド
なな
練練
習習
でで
心心
身身
とと
もも
にに
疲疲
れれ

切切
っっ
てて
いい
るる
中中
でで
もも
、、
音音
をを
上上
げげ
るる
ここ
とと

なな
くく
自自
分分
のの
目目
標標
にに
向向
けけ
てて
ココ
ツツ
ココ
ツツ
とと

頑頑
張張
りり
続続
けけ
たた
努努
力力
がが
実実
りり
まま
しし
たた
。。 

 

合合
格格
発発
表表
のの
翌翌
日日
、、
報報
告告
にに
来来
たた
そそ
のの

生生
徒徒
はは
もも
ちち
ろろ
んん
笑笑
顔顔
をを
見見
せせ
てて
いい
まま
しし

たた
がが
、、
そそ
のの
一一
方方
でで
、、
大大
学学
進進
学学
後後
にに
他他

のの
学学
生生
とと
のの
学学
力力
のの
差差
がが
生生
じじ
てて
しし
まま
うう

のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと
内内
心心
でで
はは
不不
安安
もも
感感
じじ

てて
いい
たた
よよ
うう
でで
すす
。。
そそ
ここ
でで
彼彼
はは
、、
ここ
のの

後後
１１
月月
にに
行行
わわ
れれ
るる
共共
通通
テテ
スス
トト
でで
しし
っっ

かか
りり
点点
数数
をを
取取
るる
ここ
とと
をを
目目
標標
とと
しし
、、
ここ

ここ
かか
らら
気気
持持
ちち
をを
新新
たた
にに
取取
りり
組組
むむ
ここ
とと

をを
決決
意意
しし
まま
しし
たた
。。 

「「
大大
学学
合合
格格
はは
通通
過過
点点
、、
そそ
のの
次次
のの
ここ

とと
をを
考考
ええ
てて
行行
動動
にに
移移
すす
」」、、
頭頭
でで
はは
わわ
かか

っっ
てて
はは
いい
てて
もも
なな
かか
なな
かか
でで
きき
なな
かか
っっ
たた

りり
すす
るる
もも
のの
でで
すす
。。
部部
活活
をを
引引
退退
しし
てて
かか

らら
はは
毎毎
日日
のの
よよ
うう
にに
自自
習習
室室
にに
来来
てて
取取
りり

組組
むむ
姿姿
をを
見見
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、
合合
格格
発発
表表

かか
らら
２２
週週
間間
経経
っっ
たた
今今
もも
そそ
のの
姿姿
勢勢
にに
変変

わわ
りり
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

 

ベベルルフフままつつぞぞのの 
電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

営営業業時時間間 午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

他他ににもも、、箱箱清清水水・・高高松松方方面面行行ききのの路路線線がが。。 

hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

「「おお買買いい物物ババスス」」運運行行表表 「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料））ががあありりまますす！！



 

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

編編
集集
後後
記記 

第第 7733回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  
宇宇部部
う べ

 功功
いさお

 ささんん  

川川柳柳ががラライイフフワワーーククととななりりままししたた。。 

一一
九九
〇〇
九九
年年
石石
川川
県県
生生
まま
れれ
。。
昭昭
和和
1133

年年
、、
2299
歳歳
のの
若若
ささ
でで
亡亡
くく
なな
りり
しし
たた
。。 

川川
柳柳
のの
代代
表表
作作
にに
次次
のの
句句
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

・・
暁暁
をを
抱抱
いい
てて
闇闇
にに
いい
るる
蕾蕾 

・・
手手
とと
足足
をを
もも
いい
だだ
丸丸
太太
にに
しし
てて
かか
ええ
しし 

・・
胎胎
内内
のの
動動
きき
知知
るる
ここ
ろろ
骨骨
がが
つつ
きき 

親親
類類
のの
ごご
縁縁
がが
ああ
るる
盛盛
岡岡
市市
のの
松松
園園
観観

音音
墓墓
地地
にに
鶴鶴
彬彬
のの
句句
碑碑
がが
ああ
っっ
たた
ここ
とと
もも
。。 

現現
在在
はは
、、
盛盛
岡岡
市市
・・
光光
照照
寺寺
にに
移移
設設
ささ
れれ

てて
いい
まま
すす
。。「「
胎胎
内内
のの
動動
きき
しし
るる
ここ
ろろ
骨骨
がが

つつ
きき
」」
のの
句句
のの
意意
味味
をを
知知
っっ
たた
ああ
るる
女女
子子
がが

教教
室室
でで
涙涙
をを
流流
しし
たた
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

上田公民館での「文学講座」（１１月に開催）で「鶴彬と盛岡」という
テーマで講師をされた宇部さんを訪ねました。

（（ 愛愛宕宕町町  いいわわてて子子どどもも川川柳柳をを育育ててるる会会 会会長長 ）） 

石石川川県県のの小小学学校校ででのの授授業業ににてて。。 

鶴鶴彬彬（（つつるる・・ああききらら））のの紹紹介介 

創創
刊刊
七七
年年
目目
にに
入入
りり
まま
しし
たた
。。 

新新
聞聞
発発
行行
をを
ここ
んん
なな
にに
長長
くく
続続
けけ

らら
れれ
るる
とと
はは
思思
っっ
てて
いい
まま
せせ
んん
でで
しし

たた
（（
失失
礼礼
なな
がが
らら
））。。 

手手
探探
りり
状状
態態
のの
まま
まま
発発
行行
をを
継継
続続

しし
てて
来来
たた
、、
とと
言言
うう
のの
がが
本本
当当
のの
とと
ここ

ろろ
でで
すす
。。 

どど
んん
なな
人人
生生
もも
計計
画画
通通
りり
にに
はは
行行

かか
なな
いい
もも
のの
でで
すす
。。 

「「
拾拾
うう
神神
アア
リリ
」」
のの
タタ
トト
エエ
のの
如如

くく
、、
広広
告告
をを
出出
しし
てて
新新
聞聞
発発
行行
をを
応応
援援

しし
てて
下下
ささ
るる
方方
々々
がが
たた
くく
ささ
んん
居居
りり

助助
けけ
らら
れれ
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
方方
々々
のの
おお
陰陰
でで
、、
今今
日日
まま
でで
発発

行行
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
まま
しし
たた
。。 

後後
世世
のの
人人
にに
、、
「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん

はは
、、
編編
集集
室室
のの
方方
々々
のの
人人
生生
をを
賭賭
けけ
たた

新新
聞聞
だだ
っっ
たた
」」
とと
回回
想想
しし
てて
もも
らら
ええ
れれ

ばば
嬉嬉
しし
いい
でで
すす
。。 

そそ
うう
願願
うう
ばば
かか
りり
でで
すす
（（
涙涙
））
。。 

 

盛盛
岡岡
出出
身身
でで
すす 

生生
まま
れれ
もも
育育
ちち
もも
盛盛
岡岡
でで
すす
。。 

子子
どど
もも
のの
ここ
ろろ
、、
盛盛
岡岡
中中
央央
公公
民民
館館
のの
庭庭
でで
チチ
ャャ
ンン

ババ
ララ
をを
しし
てて
育育
ちち
まま
しし
たた
。。
中中
学学
校校
はは
下下
小小
路路
中中
でで
すす
。。 

川川
柳柳
にに
出出
会会
っっ
たた
のの
はは
、、
二二
十十
代代
のの
ここ
ろろ
でで
しし
たた
。。 

最最
初初
のの
キキ
ッッ
カカ
ケケ
はは
、、
八八
幡幡
平平
市市
にに
赴赴
任任
しし
たた
時時
のの

教教
育育
資資
料料
とと
しし
てて
使使
いい
まま
しし
たた
。。 

そそ
れれ
まま
でで
はは
文文
芸芸
関関
係係
でで
子子
どど
もも
にに
詩詩
をを
書書
かか
せせ
たた

りり
しし
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、
川川
柳柳
なな
らら
ばば
短短
いい
しし
、、
ここ
れれ
なな

らら
いい
けけ
るる
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
とと
思思
いい
まま
しし
たた
。。 

句句
碑碑
にに
刻刻
まま
れれ
たた
「「
手手
とと
足足
をを
もも
いい
だだ
丸丸

太太
にに
しし
てて
かか
へへ
しし
」」
のの
意意
味味
にに
つつ
いい
てて
はは
、、

ここ
うう
でで
しし
ょょ
うう
。。
戦戦
争争
にに
行行
っっ
てて
手手
やや
足足
をを

鉄鉄
砲砲
でで
撃撃
たた
れれ
まま
すす
。。 

何何
日日
かか
すす
るる
とと
手手
やや
足足
がが
腐腐
っっ
てて
くく
るる
。。 

そそ
うう
なな
るる
とと
手手
遅遅
れれ
なな
のの
でで
、、
手手
術術
でで
はは

なな
くく
切切
断断
すす
るる
しし
かか
なな
いい
。。 

結結
局局
、、
手手
やや
足足
がが
無無
くく
なな
るる
かか
らら
「「
用用
がが

無無
いい
」」
とと
ささ
れれ
てて
日日
本本
にに
帰帰
ささ
れれ
るる
。。「「
かか

へへ
すす
」」
とと
はは
そそ
うう
いい
うう
ここ
とと
でで
すす
。。 

本本
当当
にに
残残
酷酷
でで
想想
像像
をを
絶絶
すす
るる
のの
がが
、、
戦戦

争争
でで
すす
。。 

鶴鶴
彬彬
のの
川川
柳柳
をを
学学
ぶぶ
授授
業業
をを 

川川
柳柳
をを
調調
べべ
てて
いい
るる
うう
ちち
にに
鶴鶴
彬彬
（（
つつ
るる 

ああ
きき
らら
））

とと
いい
うう
川川
柳柳
作作
家家
のの
ここ
とと
をを
知知
りり
まま
しし
たた
。。 

小小
学学
６６
年年
生生
をを
担担
任任
しし
たた
時時
にに
、、
鶴鶴
彬彬
のの
川川
柳柳
をを
学学

ぶぶ
授授
業業
をを
しし
まま
しし
たた
。。 

鶴鶴
彬彬
のの
川川
柳柳
はは
、、
現現
実実
世世
界界
にに
目目
をを
開開
くく
キキ
ッッ
カカ
ケケ

とと
なな
るる
よよ
うう
なな
川川
柳柳
でで
しし
てて
、、
子子
どど
もも
にに
はは
難難
しし
すす
ぎぎ

るる
かか
もも
知知
れれ
なな
いい
とと
当当
初初
はは
思思
いい
まま
しし
たた
がが
、、
そそ
れれ
はは

杞杞
憂憂
でで
しし
たた
。。 

川川
柳柳
がが
ララ
イイ
フフ
ワワ
ーー
クク
にに 

鶴鶴
彬彬
のの
川川
柳柳
作作
品品
をを
紹紹
介介
すす
るる
ここ
とと
をを
通通
しし
てて
子子
どど

もも
とと
向向
きき
合合
うう
、、
そそ
んん
なな
気気
持持
ちち
がが
大大
きき
かか
っっ
たた
でで
すす
。。 

子子
どど
もも
たた
ちち
にに
はは
、、
鶴鶴
彬彬
のの
川川
柳柳
にに
つつ
いい
てて
両両
親親
なな

どど
かか
らら
色色
々々
とと
聞聞
いい
てて
来来
るる
よよ
うう
にに
とと
宿宿
題題
をを
出出
しし
たた

りり
しし
まま
しし
たた
。。
親親
御御
ささ
んん
かか
らら
特特
にに
苦苦
情情
等等
はは
無無
くく
てて
、、

鶴鶴
彬彬
をを
題題
材材
にに
しし
たた
授授
業業
はは
、、
子子
どど
もも
にに
もも
反反
響響
がが
大大

きき
くく
、、
一一
回回
のの
授授
業業
でで
はは
足足
りり
なな
くく
てて
何何
度度
もも
授授
業業
をを

しし
まま
しし
たた
。。 

川川
柳柳
をを
授授
業業
でで
取取
りり
上上
げげ
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
てて
かか
らら
、、

自自
分分
でで
もも
大大
人人
中中
心心
のの
川川
柳柳
のの
会会
にに
入入
っっ
たた
りり
しし
てて
、、

川川
柳柳
がが
ララ
イイ
フフ
ワワ
ーー
クク
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

スス
ポポ
ーー
ツツ
はは
、、
先先
生生
にに
仕仕
込込
まま
れれ
てて 

ササ
ッッ
カカ
ーー
、、
卓卓
球球
、、
スス
キキ
ーー
なな
どど
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
がが
好好

きき
だだ
っっ
たた
のの
でで
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
のの
方方
面面
でで
クク
ララ
スス
をを
まま
とと

めめ
てて
いい
くく
タタ
イイ
ププ
でで
しし
たた
。。 

卓卓
球球
でで
はは
、、
自自
分分
でで
もも
二二
十十
年年
くく
らら
いい
毎毎
年年
、、
大大
会会

にに
出出
てて
いい
まま
しし
たた
。。
若若
いい
ここ
ろろ
通通
っっ
たた
学学
校校
でで
、、
ちち
ゃゃ

んん
とと
教教
わわ
っっ
たた
ここ
とと
がが
大大
きき
いい
。。 

どど
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ
もも
、、
先先
生生
にに
徹徹
底底
しし
てて
仕仕
込込
まま
れれ
たた

のの
をを
思思
いい
出出
しし
まま
すす
。。 

七七
時時
雨雨
山山
にに
はは
毎毎
年年
登登
っっ
てて 

大大
学学
でで
はは
登登
山山
をを
やや
りり
まま
しし
たた
。。 

岩岩
手手
山山
、、
姫姫
神神
山山
、、
八八
幡幡
平平
にに
はは
、、
ババ
スス
がが
まま
だだ
松松

尾尾
鉱鉱
山山
まま
でで
しし
かか
行行
かか
なな
いい
頃頃
かか
らら
登登
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

登登
山山
はは
今今
もも
続続
けけ
てて
いい
まま
すす
。。
七七
時時
雨雨
山山
にに
はは
、、
毎毎

年年
登登
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
ごご
ろろ
はは
、、
心心
配配
ささ
れれ
てて
家家
族族
がが
付付
いい
てて
くく
るる
よよ

うう
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
がが
（（
笑笑
））。。 

鶴鶴彬彬のの本本名名はは喜喜多多一一二二とと言言いいまますす。。盛盛岡岡

ににもも「「喜喜多多」」とといいうう染染物物屋屋ががああっったた。。そそのの

人人がが鶴鶴彬彬ののおお兄兄ささんんででししたた。。そそのの人人はは石石川川

県県かからら出出てて、、たたままたたまま盛盛岡岡でで染染物物屋屋ををややっっ

てていいたた。。 

昭昭和和 1133 年年にに鶴鶴彬彬がが東東京京でで亡亡くくななっってて、、

おお兄兄ささんんがが遺遺骨骨をを東東京京かからら盛盛岡岡ままでで運運んん

でで、、喜喜多多家家ののおお墓墓にに入入れれたた。。 

だだかからら盛盛岡岡のの光光照照寺寺にに鶴鶴彬彬のの墓墓ががああるるんん

でですす。。そそれれがが 4400 年年近近くく分分かかららななかかっったた。。

人人生生はは本本当当ににドドララママでですすねね。。 

宇宇部部功功ささんんはは、、小小学学校校のの校校長長
をを退退官官ししたた後後もも、、鶴鶴彬彬とと平平和和のの
特特別別授授業業をを県県内内外外でで続続けけてていい
まますす。。 
そそのの名名はは全全国国にに知知らられれ、、授授業業
のの一一部部はは石石川川テテレレビビのの特特番番でで
もも放放送送さされれたたそそううでですす。。 

緑が丘校

校
緑が丘校

小学４年生～中学３年生 クラス指導

能開の冬冬期期講講習習

冬の「自信」は、飛躍につながる。

12/２５(土)～1/７(金)

一 学習状況をしっかり把握 「学ぶおもしろさ」が伝わる授業を追及します

一 「わかる」から「できる」状態になるまで、レベルアップ学習します

一 「厳しさ・熱気・大笑い」の授業を通して、みんなで高めあう授業を目指します

受付時間:水～土 15:00～20:00

担当：吉田

能開センターの力をつけるメソッド

申込受付中！

詳細は

こちら！

お得な「冬得」キャンペーン実施中！

入会金 

（22,000 円税込） 

無料

冬期講習期間中

自習室が使い放題

質問もできる

21 時まで開放

・冬期講習と通常ゼミを同時にお申込みの方

・冬期講習・体験講習いずれかにご参加ののち、

３学期ゼミにご入会の方

冷暖房完備

自分が「変わる」、自分を「変える」
冬。


